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恵那市に住む皆さんは、小学校の修学旅行で「奈良・京都」に出かけ、有名な寺社仏閣等を
見学し、この体験と結び付けて、社会科の学習では、奈良時代は東大寺を建てた聖武天皇をは
じめ、天皇が仏教の力で国づくりを行ったこと、平安時代になると一部の有力な貴族が政治を
動かしたり、貴族の生活から華やかな服装や “かな文字 ”等の文化が生まれたりしたこと、そ
の後武士が台頭する等々、この時代に活躍した人や出来事等について学び、古代日本の様子に
ついてイメージ関心を膨らませると思います。
「正家廃寺」は、奈良や京都に都が置かれた奈良時代から平安時代に現長島町正家に存在した
古代仏教寺院です。『恵那市ふるさと学習読本 vol.8　正家廃寺と古代の恵奈』の刊行にあたり、
この本を読む皆さんに願うことは、正家廃寺が営まれていた奈良時代から平安時代について、
先に述べた誰もが知る人の名前や出来事を歴史の流れの一コマとして知るだけではなく、この
時代に恵那に法隆寺にも似た立派なお寺があったことから、この地が日本の政治や経済、文化
の発展のための “重要な地 ”であったこと、その中で私たちの何十代も前の先人の方々が精一
杯生活を営み、これが脈々と現在まで引き継がれていることを感じ取り、さらに興味を広げて
ほしいということです。
恵奈がどうして “重要な地 ”であったかということについては、学校の図書館にも置いてあ
る『恵那市ふるさと学習読本 vol.2　恵那の歴史と物語 30話』に書かれている「恵奈と朝廷を
つなぐ　～次米～」「幻の古代寺院　～正家廃寺～」に書いていただいてあるので、合わせて読
んでいただきたいと思います。
この本を執筆していただいた小板忠昭先生には、ご多忙の中を熱心に調査・研究を行い、私
ども恵那市教育委員会の願いを十分に捉えた読み物資料として書き上げていただきました。心
から感謝申し上げます。
また、監修をお願いした恵那市文化振興会会長の西部良治様には、かつて当教育委員会の委
託を受け、実際に発掘調査を行った南山大学の一員として、奥深く実感のあるお立場からご指
導をいただきました。誠にありがとうございました。

令和３年３月１日　

序に代えて

恵那市教育長　大 畑 雅 幸
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古
こ

代
だい

の不
ふ し ぎ

思議
みなさんは、『恵那市ふるさと学習読

本Vol.2　恵
ふ る さ と

那の歴史と物語・30話』と
いう本に、奈良時代に造

ぞ う え い

営された「幻
まぼろし

の
古代寺院・正

しょう げ  

家廃
は い  じ  

寺」が紹介されていた
ことを覚えていませんか。ここでもう
一度読みかえしてみましょう。

「恵那市の正
しょう  げ  

家にある小高い山の上の
広々とした空き地の一

い っ か く

画に、『史
 し  せ き

跡 正
しょう げ  

家
廃
は い  じ  

寺塔
と う

跡
あ と

』と書いてある細長い石
せ き ちゅう

柱があ
ります。そこは、まわりより一段高い場
所で、中心に大きな二つに割れた石があ
り、その石には直

ちょっけ い

径70cmほどの丸い穴
が掘

ほ

ってあります。これは塔の心
し ん

柱
ばしら

（中
心の柱）が建っていた礎

 そ  せ き

石で、その石の
周辺には、規則正しく並んだたくさんの
礎石を見つけることができます。

また、古い時代の建物を調べてみる
と、高い塔がそれだけで造

つ く

られること
はなく、大きなお寺の中に金

こ ん ど う

堂、塔
と う

、
講
こ う ど う

堂、門
も ん

などが一
い っ し ょ

緒になっていたこと
が分かっています。つまり『正家廃寺の
塔』も、大きなお寺の中に他の建物と一
緒に建っていたと考えられるのです。

正家廃寺跡

正家廃寺の塔心礎
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塔がどのような形や大きさをしてい
たかは記録に残っていないので、推

す い そ く

測
するしかありませんが、塔が建っていた
と思われる礎石から分かる心

し ん

柱
ばしら

の直
ちょっけ い

径
から、塔の高さが計算できます。そうす
ると、おどろくことに、高さはなんと約
28mで、形は五

  ご  じゅう

重の塔であったと予想
されるのです。ちなみに、日本で一番古
い五重の塔といわれる、法

ほ う

隆
りゅう

寺
じ ※1の五重

塔の高さは約31mですから、ひとまわ
りほど小さいぐらいの大きさだったの
です。

恵那市教育委員会の発
は っ く つ

掘調
ちょう さ  

査では、
奈良時代に使われた陶器が数多く出土
しました。また、奈

な ら

良三
さ ん さ い

彩※2の壺や二彩
の浄

じょうへ い 

瓶とよばれる貴重な陶器が発掘さ
れました。塔などに使われた大きな鉄
のクギなども見つかっています。おそ
らくは、このお寺は奈良時代中頃に建
てられたのではないでしょうか。」

皆さんは、このことを知って「不
ふ

思
し

議
ぎ

だな?」と思うことはありませんでし
たか。都から遠くはなれた恵那の地に、
どうして法隆寺のような大きくて立派
なお寺が建てられたのでしょうか。私

※1	「法隆寺（ほうりゅうじ）」とは、奈良県生駒（いこ
ま）郡斑鳩（いかるが）町にある仏教寺院です。別
名は斑鳩寺（いかるがでら）ともいいます。法隆
寺は7世紀に創建された聖徳太子ゆかりの寺院
です。金堂、五重塔を中心とする西院伽藍（さい
いんがらん）と、夢殿を中心とした東院伽藍に分
けられ、境内の広さは約18万7千平方メートル
で、西院伽藍は現存する世界最古の木造建築物
群です。 
　法隆寺の建築物群は、1993年に「法隆寺地域
の仏教建造物」としてユネスコの世界遺産（文化
遺産）に登録されました。建造物以外にも、飛鳥・
奈良時代の仏像、仏教工芸品など多数の文化財
を有しています。

法隆寺五重塔

正家廃寺の伽藍配置
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たちのふるさとである恵那に、中央の
朝
ちょうて い

廷とつながりをもつような有
ゆ う

力
りょく

者
し ゃ

が
いたのでしょうか、恵那は、朝廷にとっ
てそれほど重要な地域だったのだろう
かなど、次々に疑

 ぎ  も ん

問がわいてきますね。
この『ふるさと学習読本vol.8』の出発

点はここにあります。都からはなれた
この恵那の地に、なぜめずらしい壺

つ ぼ

が
出
しゅつ ど  

土し、立派な伽
 が  ら ん

藍をもつような古
 こ  だ い

代
寺
 じ  い ん

院が建
 こ ん りゅう

立されたのでしょうか。この
本では、この「古

い に し え

代の不思議」を読み解
と

いていくために、「私たちの恵那がどの
ように発展してきたのか、都とどのよ
うな結びつきをもってきたのか」など
を視

 し  て ん

点にさぐっていこうと思います。
遠い昔のことですから、残された歴史
資料がとても少ないです。そこで、恵那
の地に残るかぎられた遺

 い  ぶ つ

物や遺
 い  せ き

跡、ま
た恵那に関係する文書や資料を紹介し
ながらさぐっていきたいと思います。

なお、この読本では、私たちのふるさ
とを「恵奈

4 4

」と表していきます。なぜな
ら、この地名が、歴史上、初めて文字で
表されたときの大切な表

ひょう き  

記だからで
す。

奈良三彩
※2	「奈良三彩（ならさんさい）」とは、二色以上の

色釉(いろぐすり)で上絵付けし、低火度で焼成
（しょうせい）した陶器のことです。
　緑・白・褐、または褐・緑・藍の唐三彩(とう
さんさい)、主として赤・黄・緑を用いた明三彩
（みんさんさい）などの中国の陶器があります。
　なかでも唐三彩（とうさんさい）はとても有名
で、これをまねて作った日本の陶器が奈良三彩
と呼ばれています。

正家廃寺跡から出土した
三彩壺・二彩浄瓶
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天
て ん  む  

武6年（677）に は、大 和 朝
ちょう て い

廷 に 献
け ん

上
じょう

した「次
す き

米
ま い

」につけられた木
も っ か ん

簡※3に
「三

み の  の  く に

野国刀
と き の こ お り

支評恵
え な

奈五十戸」と書かれて
ありました。また、天

て ん

平
ぴょう

勝
しょう

宝
ほ う

2年（750）
の『東大寺奴

  ぬ     ひ  ちょう

婢帳』※4という正
しょう そ う  い ん

倉院の
所
し ょ ぞ う

蔵文
も ん じ ょ

書には、「恵
え な の

奈郡
こおり

絵
え の

下
し も ご う

郷」と書か
れてあったのです。そこで、これらの
表
ひょう  き   

記を大切にして、このふるさと学習
読本の題名を『正

しょう げ  

家廃
は い  じ  

寺と古
い に し え

代の恵
え な

奈』
としました。

東大寺奴婢帳
※４	「東大寺奴婢帳（とうだいじぬひちょう）」とは、

奈良時代に関する豊富な情報を含む、東大寺正
倉院に保管されてきた文書群（ぶんしょぐん）
の一つです。おもに東大寺写経所（しゃきょう
じょ）が作成した帳簿群（ちょうぼぐん）を示し
ています。
　正倉院は、聖武（しょうむ）天皇・光明（こう
みょう）皇后ゆかりの品をはじめとする、天平
（てんぴょう）時代を中心とした多数の美術工芸
品を収蔵（しゅうぞう）していた施設で、奈良県
奈良市の東大寺大仏殿の北西にある高床の大規
模な校倉造（あぜくらづくり）の倉庫です。

木簡
※3	「木簡（もっかん）」とは、古代の東アジアで、墨

（すみ）で文字を書くために使われた「短冊状の
細長い木の板」のことです。紙の普及（ふきゅう）
により廃（すた）れましたが、荷札（にふだ）には
長く用いられました。
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私
わたし

たちの祖
そ

先
せん

地球上に人類が誕生したのは、今か
らおよそ400万年前のアフリカ大陸で
した。彼らはその後、猿

え ん じ ん

人（アウストラ
ロピテクス）※1とよばれ、長い時間をか
けて地球上にちらばっていきました。
ゆくてをはばむ寒い気候、山や砂

 さ  ば く

漠、
海、氷

ひょう が  

河を克
こ く

服
ふ く

し、およそ100万年前に
は東アジアまで到

と う た つ

達したといわれてい
ます。日本列島では、関東に火

 か  ざ ん

山灰
ば い

が
降りしきる時代（数万年前ごろ）には
人間が住んでいたことが、群

ぐん　ま　

馬県「岩
い わじゅく

宿
遺
 い  せ き

跡」※2の赤
あ か つ ち

土の崖
が け

から黒
こ く よ う せ き

曜石でつくら
れた槍

や り さ き が た

先形の石器が発見されたことか
らわかっています。

それでは、私たちの祖先が恵奈に住
み始めたのはいつ頃のことなのでしょ
うか。また、どんな生活をしていたので
しょうか。このことを探っていく手

て だ

立
ては、やはり土の中に埋

う

もれている
遺
 い  ぶ つ

物や遺
 い  せ き

跡を調査していく方法しかあ
りません。

恵奈では、笠
か さ  ぎ  

置町の「堀
ほ っ  た  

田遺跡」か
ら、まだ土器がつくられなかった時代

アウストラロピテクス
※1	「猿人（アウストラロピテクス）」とは、1924年

以降にアフリカ南部で発見された化石人類の一
群のことです。約400万年前から約150万年前
頃まで生息（せいそく）していたと考えられてい
ます。脳容量はゴリラくらいで、直立歩行してい
ました。

岩宿遺跡
※2	「岩宿（いわじゅく）遺跡」とは、群馬県みどり市

笠懸（かさかけ）町岩宿にある遺跡のことです。
1947年に、相沢忠洋の遺物発見を契機（けいき）
に、1949年関東ローム層から石器が出土し、縄
文時代以前の日本に旧石器（先土器）文化の存在
が確認されました。

堀田遺跡址にあるメンヒル
（笠置町・旧姫栗小学校跡）
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の遺物がみつかっています。明治43年
（1910）の笠

か さ  ぎ  

置町の旧姫
ひ め ぐ り

栗小学校の校舎
改築のおりに、校庭の地

  ち  ひょうし た

表下60cmから
90cmで多数の石器が出土しましたが、
その中で黒

こ く よ う せ き

曜石製の石器が発見されて
います。この石器は「尖

せ ん と う  き  

頭器」とよばれ、木
の棒などの先

せ ん た ん

端につけられ投
な げ や り

槍として
使用されました。また、中

な か  の  ほ う

野方町の「若
わ か み や

宮
遺跡」や笠

か さ  ぎ  や ま

置山中腹の「堀
ほ っ  た  

田遺跡」からは、
動物の皮をはいだり、肉を切ったりする
時以外に、大型の投槍としても使用され
たと考えられる「掻

そ う  き  

器」も発見されてい
ます。

これらの石器は、いずれも黒
こ く  ど  そ う

土層から
黄
お う か っ しょく

褐色土
 ど  そ う

層の移
う つ

り目
め

のあたりから出
しゅつ ど  

土
しました。黒土層が縄文土器の文

ぶ ん  か  そ う

化層と
みなされていることから、これらの石
器はさらに古い年代に属

ぞ く

すると推
す い て い

定さ
れています。そのことは、わたしたち恵
奈の祖先が、縄文時代よりも前から、こ
の地で生活していたことを証

しょう め い

明するも
のと考えられているのです。おそらく、
今から1万年から2万年前の時代です。
旧
きゅうせ っ  き  

石器時
 じ  だ い

代※3ともよばれた時代のこと
です。

掻器
（笠置町・堀田遺跡出土）

尖頭器
（笠置町・堀田遺跡出土）

旧石器時代
※3	「旧石器時代（きゅうせっきじだい）」とは、人類

の歴史上最古の、そして最も長い時代であり、約
300万~200万年前に始まり、約1万年前に終わ
りました。このあと中石器時代と新石器時代が
これに続きます。これは地質学上からいえばほ
ぼ洪積世（こうせきせい）に相当します。当時の
人類は、食料を獲得する方法としては狩猟と採
集だけにたよっていて、牧畜や農耕をまったく
知らなかった時代です。
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また、この時代は、氷
ひ ょ う  が  

河時
 じ  だ い

代※4の最
さ い

末
ま っ  き  

期にあたり、現在の気
  き   こう 

候とは大きく
異
こ と

なっていました。年平均の気温は今
よりも7 ～ 8度低かったと推

す い て い

定され、恵
奈は、ちょうど今の北海道に近い気候
だったと想

そ う ぞ う

像されます。また、当
と う  じ  

時は、
氷
ひょう が 

河の発
は っ た つ

達により海
か い

水
す い め ん

面は低
て い  か  

下し、現
在よりも100mあまりも低かったとい
われています。したがって、日本列島は
大陸と陸

り く つ づ

続きで、大型の動物たちが自
由に往

お う ら い

来し、それを追って人類も列島
内にやってきました。伊

い せ

勢湾
わ ん

などの浅
い湾もすべて陸

り く  ち   か  

地化していて、現在の
日本列島とその様子はまったくちがっ
ていたのです。

動物も今とはずいぶん異
こ と

なってい
て、ナウマン象

ぞ う

・マンモス・オオツノジ
カ・ヘラジカなど、縄文時代には絶

ぜ つ め つ

滅し
た大

お お が た

型獣
じゅう

が生
せ い そ く

息していました。おそら
く、恵奈の祖先もこうした大型の動物
を投

な げ や り

槍で獲
と

って生活していたと思われ
ます。

さて、この時代の人々は、どのような
ところで生活していたのでしょう。この
時代の遺

 い  せ き

跡のほとんどは、小
しょう か   せ ん

河川に面し

氷河時代
※4	「氷河時代（ひょうがじだい）」とは、世界的に気

候が寒冷で、氷河が中緯度地方までも拡大した
時代のことです。この時代には、ヨーロッパや北
アメリカは大規模な大陸氷河によっておおわ
れ、少なくとも 6回の氷期（ひょうき）のくりか
えしがあったといわれています。
　氷河の発達によって海水量の変化がおこり、
氷期には海面が今日よりも約100mも低下しま
した。このような気温の低下や海水面の変化は、
地球上の自然環境やそこに生活する動植物に
大きな影響を与えました。日本では、大規模な氷
河の発達はありませんでしたが、日高山脈や日
本アルプスに、カールなどの氷河作用のあとが
残っています。

氷河時代の日本列島
（大陸と陸つづきであったため、ナウマン象などの
大型の動物が渡ってきました。）

氷河時代の狩猟の様子
（兵庫県立考古博物館ジオラマ）
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た丘
きゅうりょう

陵や大地の縁
え ん ぺ ん

辺に営
いとな

まれていまし
た。旧石器時代の日本では、自然の岩

い わ か げ

陰
や洞

ど う く つ

窟をそのまま風よけ、雨よけとし
て住居に用いることはまれでした。これ
までの発見例をみると、簡単なテントの
ような跡がみられる程度でした。どうや
ら、この時代の祖先は、一か所に住居を
かまえたわけではなく、移

 い  ど う

動生活を営ん
でいたと考えられます。

岐
ぎ ふ

阜市にある「寺
て ら  だ  

田遺跡」からは、焼
や

けて赤く変
 へ んしょく

色した石が集まった「礫
れ き ぐ ん

群」
とよばれるものが発見されました。土
器をもたなかった当時の人々は、熱し
た石を用いることで、食べ物の調理を
おこなっていたものと思われます。熱
した石を鉄

て っ ぱ ん

板に見立てれば石
い し  や  

焼き料理
ができます。皮

か わ

袋
ぶくろ

などに水をため、焼け
た石を投げいれ水を沸

ふ っ と う

騰させれば煮
に

る
こともできます。寺田遺跡の礫

れ き ぐ ん

群の礫
は何度もくりかえし熱を受けていまし
た。また礫群が重なってみつかっても
いました。このことから、彼らは周期的
にこの地をおとずれていたことがわか
ります。

寺田遺跡の礫群
（岐阜市教育委員会）

槍先型尖頭器
（相沢忠弘記念館所蔵）
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年
ね ん

代
だ い

を知
し

るものさし
私たちは、遺

 い  せ き

跡から出
しゅつ   ど   

土する物の年
ねんだい

代をどのようにして知ることができ

るのでしょうか。新
   しん きゅう

旧を比
 ひ  か く

較するものさしは、「地
 ち  そ う

層」にあります。地層は、上

に上に積み重なっていくので、基本的に下の地層のものほど古いというこ

とがわかります。したがって、出土した層の上下関係から、一つの遺跡のな

かで物の新旧を知ることができるのです。

では、離れた場所にある遺跡の間で新旧の関係を知ることはできるので

しょうか。そのものさしは「鍵
かぎそう

層」にあるといわれています。鍵層とは年代の

基
  き  じゅん

準となりうる地層のことです。例えば、大昔に南九州に「姶
あい  ら  

良」という火山

がありました。今から2万年ほど前、この火山は大爆
ばくはつ

発をおこしました。その

時、大量の火
 か  ざ ん

山灰
ばい

を噴き上げ、火山灰は西風にのって日本の広い範囲を覆
おお

い

ました。遠く東北地方でも、この姶良火山灰が見つかっているのです。私た

ちは、この火山灰を遺跡で見つけることによって、関東や九州などの遺跡と

も新旧の比
 ひ  か く

較を行うことができるのです。

次に、「今から何年前」という絶
ぜったいて き

対的な年代を科学的に導
みちび

き出すものさし

があります。「年
ねんりん

輪年
ねんだい

代」、「古
こ ち じ き

地磁気」、「放
ほうしゃせい

射性炭
たん  そ  

素」などの測定法です。ここ

では、「放射性炭素」を用いた方法について紹介しましょう。自
 し  ぜ ん

然状
じょうたい

態の炭素

には、「C14」というやや壊
こわ

れやすいタイプの炭素が一定の割合で含まれてい

ます。私たち動物も木々などの植物も同じです。しかし、生物は死ぬと新た

な炭素の取り込みができなくなります。一方、C14は時間がたつにつれて壊

れて少なくなっていきますので、C14の割
わりあい

合を計算することで、その生物が

死んでからの時間の経
けい  か  

過を知ることができるのです。

私たちは、これらの方法をいくつも駆
く し

使して、遠い昔の遺物の年代を導き

出しているのです。

コラム 1
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縄
じょう

文
も ん

の時
じ だ い

代
縄
じょうも ん

文時
 じ  だ い

代とは、縄
な わ  め  

目のついた土器が
たくさん使われた時代ということで名
づけられました。この時代は今から約1
万6千年前に始まり、約3千年前に弥

 や  よ い

生
時
 じ  だ い

代が始まるまでのおよそ1万年間の
時代といわれています。

縄
じょうも ん

文遺
 い  せ き

跡から最も多く出土するもの
に、「石

せ き ぞ く

鏃（やじり）」があります。恵奈の
縄文遺跡でもたくさん発

は っ く つ

掘されていま
すが、どの遺跡からも必ず発

は っ け ん

見されて
います。このことから当時の祖

 そ  せ ん

先の生
活について、うかがい知ることができ
ます。

縄文時代になると、氷
ひょう  が     き   

河期が終わり
温
お ん だ ん

暖な気
 き  こ う

候になります。海
か い

水
す い め ん

面も上
じょうしょう

昇
し、日

 に  ほ ん

本列
れ っ と う

島は大陸から切り離
は な

されま
す。そのため大陸から渡

わ た

ってきたナウ
マン象やマンモスといった大型の動物
は絶

ぜ つ め つ

滅し、これらにかわって、ニホンジ
カ・イノシシ・カモシカなどの中型動
物とノウサギ・キツネ・タヌキ・アナ
グマ・ムササビ・テンなどの小型動物
が、日本の野

 の  や ま

山をかけめぐるようにな 縄文時代の暮らしのようす

縄文土器

石鏃（やじり）
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ります。
旧石器時代に、投

な げ や り

槍などで大型動物
を獲

と

っていた私たちの祖先は、縄文時
代になると、小型動物を獲るのに適

て き

し
た「弓

ゆ み  や  

矢」を発明したのです。狩
 し ゅ りょう

猟具
ぐ

が
槍から弓矢へと変化し、石鏃が出

しゅつ げ ん 

現す
るようになったのです。

この時代は、鉄
て つ

や銅
ど う

などの金
き ん ぞ く

属は知
られておらず、本

ほ ん か く て き

格的な農
の う こ う

耕や牧
ぼ く ち く

畜も
行われていませんでしたので、当時の
人々の生活は、自然にあるものを極

きょく げ ん

限
まで利

 り  よ う

用した生活でした。たとえば、
切ったり、けずったりする道具はすべ
て石を利用してつくりました。石鏃だ
けでなく、おの・きり・やり先などと同
じはたらきをするものをつくり上げて
いました。

この時代の恵奈の遺跡から、「磨
す り

石
い し

・
石
い し

皿
ざ ら

・凹
くぼみ

石
い し

」などとよばれる遺物も出
土しています。磨石は、河

か わ  ら  

原におちて
いるような石ですが、磨

す

りへった痕
あ と

が
残っています。石皿はいろいろな形の
ものがありますが、石の中

ちゅう お う 

央がややく
ぼんだものが多く、凹石は普通の石と
ちがってどこかに小さなくぼみがあり

石鏃（やじり）等の出土物
（中野方町・八幡遺跡）

石皿・磨石
（中野方町・尾の上遺跡出土）

石皿・磨石
（飯地町・岩切遺跡出土）
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ます。
当時の人々にとって、狩

 し ゅ りょう

猟と同時に、
植物の採

さ いしゅう

集も重
じゅう よ う 

要な仕
 し  ご と

事でした。温
お ん だ ん

暖
な気候となってきた日本列島には、シ
イ・カシ・クリ・ブナ・ナラ・カエデ
などの広

こ う よ う じ ゅ

葉樹に広くおおわれるように
なりました。この広葉樹の森林が人々
に多くの木の実を提

 て い きょう

供したのです。
縄文遺跡から多く出土する木の実

は、クルミ・ドングリ・クリ・トチな
どです。これらの木の実は、いずれも堅

か た

い殻
か ら

につつまれています。この堅い殻
を割

わ

るのに使われたのが凹石です。ま
た、トチやドングリなどはアクが強い
ので、アク抜きをしてからでないと食
べることができません。アク抜きをす
るために木の実を粉にします。そのた
めに使った道具が、石皿や磨石という
ことになります。当時の人々は、この粉
を粥

 か ゆ じょう

状にして食べたり、練
ね

ってまるめ
てモチやダンゴ状にし、汁

し る

に入れて食
べたりしたようです。

また、縄文人たちは、粘
ね ん  ど  

土を焼いて
様々な土器を作り上げました。その時
に飾りのためか、あるいは何かほかの

縄文人の暮らしのようす

採集したと思われる木の実
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目的があったのか、土器の外側に縄
な わ  め  

目
など多

 た  よ う

様な文
も ん よ う

様がつけられていまし
た。特に定

て い け い  か  

型化した型
か た

がなく、ほとんど
が深

し ん

鉢
は ち

と呼ばれる型ですが、時には浅
あ さ

鉢
は ち

や甕
か め

などが出土することもありま
す。

恵那市東
ひがし  の   

野の「大
お お

野
わ ご

吾遺跡」では、深
鉢を再利用した「甕

か め

棺
か ん

」と呼ばれる埋
ま い そ う

葬
用の土器も出土しています。この深鉢
は、食べ物を調

ちょう  り   

理したり、貯
ち ょ ぞ う

蔵したりす
るために用いられたため、外面にスス
が付

   ふ  ちゃく

着していることもありました。

縄文土器
（串原・大平遺跡出土）

深鉢
（東野・大野吾遺跡出土）
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縄
じょう

文
も ん

人
じ ん

の住
じゅう

居
き ょ

それでは、当時の人々はどんなとこ
ろに住んでいたのでしょうか。はじめ
は、旧

きゅうせ っ  き  

石器時
 じ  だ い

代と同じように主に洞
ど う

く
つなどに住んでいました。しかし、しだ
いに「竪

た て あ な

穴住
じゅう きょ 

居」という形の家に住む
ようになってきたことがわかってき
ました。竪穴住居とは、地

 じ  め ん

面を30cmほ
ど円

え ん け い

形または方
ほ う け い

形に掘り下げ、そこに
柱を立てて屋根を葺

ふ

いた建
た て も の

物のことで
す。現在の住居のような壁

か べ

はありませ
んでした。屋根は茅

か や

などで葺
ふ

きました。
この形式の住居はずいぶん後の時代ま
で残り、平安時代でも地方の庶

し ょ み ん

民の住
居は竪穴住居であったところが多くあ
ります。

私たちの恵奈でもたくさんの縄文遺
跡が確

か く に ん

認されていますが、これらの遺
跡のほとんどが、今は水

す い で ん

田や畑
は た  ち  

地とし
てひっそりと埋

う

もれています。みかけ
では、普通の土地とまったく変わらな
いこのような遺跡は、多くは縄文時代
の村の跡といわれています。発

は っ く つ

掘して
みるといくつもの「竪穴住居跡」、「貯

ち ょ ぞ う

蔵

竪穴住居
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穴
け つ

」、「墓
は か

の跡」などが出
しゅつ げ ん 

現します。
飯
い い  じ  

地町の「鹿
ろ く  ろ  や ま

路山遺跡」・三
 み  さ と

郷町の
「下

し も  だ  

田遺跡」・東
ひがし  の   

野の「大
お お

野
わ ご

吾遺跡」など
で、縄文時代の人々の住居跡や貯蔵の
ための穴が発見されました。木造の屋
根は腐

く さ

ってなくなっていましたが、地
面に掘りこんだ竪穴の中に柱

はしら

穴
あ な

や炉
ろ

の
跡などがみつかり、土器や石器などさ
まざまな遺物が出土しています。

鹿
ろ く  ろ  や ま

路山遺跡の場合は、やはり深さ
30cmほどの地面を掘りこんだもので、
入口には土を踏

ふ

みかためたスロープが
あり、南側につけられていました。下

し も  だ  

田
遺跡の住居跡は、直

ちょっ け い 

径約5.5mの楕
 だ  え ん け い

円形
で、6本の柱

はしら

穴
あ な

がみつかっています。入
口はやはり南側にありました。大

お お

野
わ ご

吾
遺跡からは、1本の細長い石が発見さ
れています。この石は祈りの道具とし
て使われていたものと思われ、他の遺
跡の例から考えて、炉

ろ

跡
あ と

のそばに立て
られていたようです。この時代の人々
は、立石とか大木に神が宿

や ど

ると考えて
いたようです。

住居跡・下田遺跡
（三郷町）

住居跡・鹿路山遺跡
（飯地町）

土偶
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弥
や

生
よい

人
じん

の暮
く

らし
今から3千年ほど前に、大陸文化の

影
 え い きょう

響を受けて、全く新しい文化が生ま
れました。この新しい文化は、その土
器が発見された場所の名前をとって

「弥
 や  よ い

生文
ぶ ん  か  

化」と呼ばれています。そして
この時代を「弥生時代」と呼ぶようにな
りました。

弥生時代では、縄文土器よりも焼き
がかたく、文

も ん よ う

様のつけかたもちがった
土器、すなわち、弥

 や  よ い

生土
ど き

器を使っていま
した。また、銅

ど う

剣
け ん

・銅
ど う

鉾
ほ こ

・銅
 ど う きょう

鏡、あるいは
各種の鉄

て っ  き  

器など金
き ん ぞ く  き  

属器を使用していま
した。しかし、縄文文化と弥生文化の最
も大きなちがいは、稲

い な さ く

作が行われるよ
うになったことです。弥生時代になる
と、人々は米

こ め

を食べるようになったの
です。

私たちの恵奈では、中野方町の「長
な が

根
ね

遺跡」から、弥生時代の小さな土器片が
出土しています。この土器片が重要な
のは、その土器片に「籾

も み

の痕
あ と

」がついて
いるところにあります。この籾

も み

痕
あ と

のつ
いた土

ど き

器片
へ ん

は、弥生時代中頃のものと

弥生土器

銅剣・銅鉾・銅鏡など

弥生土器（深鉢復元物）
（中野方町・庄兵衛田遺跡出土）
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推
す い て い

定されていますが、恵奈の人々も、こ
の時期（紀元前100年頃）に、稲作を行う
ようになっていたこと、米を食べるよ
うになっていたことを示す貴

  き  ちょう

重な資料
といえます。恵奈には、この弥生時代の
遺
 い  せ き

跡がほかにもあります。中
な か  の  ほ う

野方町の
「宿

しゅく

竹
た け

遺跡」・「庄
しょう

兵
 べ  え い

衛田
だ

遺跡」、長
お さ し ま

島町の
「祖

そ

理
り

見
み

遺跡」などで、弥生土器が出土
しています。

弥生時代の土器は、縄文土器とは大
きく異なり、「壺

つ ぼ

、高
た か つ き

杯、甕
か め

」という三
さ ん

形
け い し き

式の土器がセットになっています。
そして土器の色も赤

せ き

褐
か っしょく

色をしており、
文様も極

き わ

めて単
た んじゅん

純で、縄文土器のよう
な複

ふ く ざ つ

雑な文様は付けられていません。
弥生土器の形式は、稲作と関係があ
るようで、壺は、米を貯

ち ょ ぞ う

蔵するための
容
よ う  き  

器、高杯は食物を盛るもの、そして、
甕は水を入れたり、食物を煮

に

たりする
ものであったと考えられています。

弥生時代は、農業が行われた時代で
あり、縄文時代が主に自然の中から食
料を得ていたのに対して、人々は食料
を作り出していました。もちろん「狩

し ゅりょう

猟
や採

さ いしゅう

集」も行われていましたが、あくま

弥生土器片
（中野方町・長根遺跡、○印に籾の跡）

弥生後期の土器
（長島町・祖理見遺跡出土）

壺・高杯・甕など

高坏（土師器）
（長島町・祖理見遺跡出土）
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でも中心は「米作り」にあったようで
す。そのため集

しゅう ら く 

落は定
て いじゅうて き

住的なものにな
り、貧

ひ ん  ぷ  

富の差
さ

も生じてきました。また、
大
た い り く

陸（朝
ちょう せ ん 

鮮、中
ちゅう ご く 

国）との交流が始まり、さ
まざまな大陸の技

  ぎ  じゅつ

術や文化が入ってき
て、鉄や青

せ い ど う

銅などの金属が使われるよ
うになったのです。弥生時代には、ひき
つづき石器も使われました。縄文時代
の石器と同じような石

せ き

鏃
ぞ く

（やじり）と
磨
 ま  せ い

製石
せ き

斧
ふ

、石
せ き

錘
す い

などのほか、新たに「石
い し

包
ほうちょう

丁」と呼ばれる稲の穂
 ほ  て き

摘具
ぐ

がつくら
れています。

さて、この時代はやはり土器の形式
によって前期、中期、後期の三つの時代
に分けられています。弥生前期、弥生文
化は北

 き た きゅうしゅう

九州に始まり、東に進んで尾
 お  わ り

張
地方にまでやってきます。中期には
美

み の

濃地方からさらに東
と う し ん

進して東
と う ほ く

北地方
にまで進出します。

私たちの恵奈の地にも、この中期（紀
元前100年頃）になって、弥生文化が
伝
で ん  ぱ  

播してきたものといわれています。
これ以前の人々は、縄文時代からの伝
統を強く残した生活を送っていたもの
と思われます。そして、この頃、日本列

弥生時代の稲作の様子

石包丁

佐賀県吉野ヶ里遺跡　発掘の様子

22

弥生人の暮らし



島には、すでに「小
しょうこ っ   か   

国家」※1が成立してお
り、いわゆる「漢

かんのわの

委奴
な の

国
こ く お う

王」と刻印され
た金印は、この時期の北九州にあった
国に、中国の漢

か ん

王
お うちょう

朝より与えられたも
のと伝えられています。

金印　漢委奴国王

小国家の成立
※1	 この頃、日本の各地域で小国家と呼べるような

集団が生まれてきました。そのことは、中国の
『漢書地理志（かんじょちりし）』という書物に
は、「楽浪海中に倭人あり、分かれて百余国とな
る。」と記載されていることからもわかります。
　また、『後漢書東夷伝（ごかんじょとういで
ん）』には、実際に「倭（わ、当時の日本名）」の奴国
（なこく）の人が後漢の光武帝（こうぶてい）に朝
貢（ちょうこう）してきたことが記載されていま
すが、この時に印鑑を奴国の使者に渡したこと
も記されていました。
　この印鑑が、江戸時代になって福岡県の志賀
島から出土しました。その印は金印で、「漢委奴
国王」（かんのわのなのこくおう）と記されてい
たのです。
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大
お お

野
わ

吾
ご

遺
い

跡
せ き

の語
か た

るもの
東
ひがし  の     

野の「大
おお

野
わ ご

吾遺
 い  せ き

跡」は、阿
あ ぎ

木川の深い谷の中にある台地に位置していま

す。阿木川ダムによる水
すいぼつ

没地域にあったことから、昭和56年（1981）に発
はっくつ

掘

調
ちょう さ  

査が行われました。

縄
じょうも ん

文前期から古
 こ  ふ ん

墳時代にわたる複
ふくごう

合遺
 い  せ き

跡でしたが、その中でも古墳時

代の1辺4mほどの方形の小さい7棟の住
じゅうき ょ

居跡
あと

が注目を集めました。この住

居跡から5世紀末～6世紀の土
は じ

師器
き

の甕
かめ

・
はそう

など、6世紀初めから中期の

須
す え き

恵器の坏
つき

・提
さげ

瓶
べ

などが出土しています。ところが6世紀中ごろまで続いた

この遺跡も、それ以後は人の住んだ形
けいせき

跡がみられなくなってしまうのです。

広さ数ヘクタール程度のこの台地で、小
しょう き    ぼ  

規模の水
すいでん

田耕
こうさく

作は可能でも、水田

耕作だけで、ここの人々のすべての生活を支えたとは到
とうてい

底考えられません。

彼らの生活の糧
かて

の大部分は、焼
やきはた

畑農業や採集にたよったものと考えられま

す。

さて、6世紀中ごろに造られた中津川市阿木の「宮
みや

の根
ね

6号墳」から、鉄
てつ

鎌
がま

の副
ふくそうひん

葬品が発見されています。鉄製農具を手に入れた農民は、ようやく中小

河川の制
せいぎょ

御に成功し、生活の主要な基
 き  ば ん

盤が、水
すいでん

田耕
こうさく

作に移ったものと考えら

れます。それにしたがって、この山間（大
おお

野
わ ご

吾）の台地は放
ほう  き  

棄されたものでは

ないかとみなされています。

コラム 2
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古
こ

墳
ふん

の時
じ

代
だい

「古
 こ  ふ ん

墳時代」は、古墳がたくさん造ら
れた時代ということで、この名前がつ
けられました。古墳とは、土を盛って
大きな塚

つ か

を造り、そこに人を埋
ま い そ う

葬する
施
 し  せ つ

設です。わが国では、3世紀末頃から
7世紀にかけてさかんに造られ、天皇や
豪
ご う ぞ く

族などがそこに葬
ほうむ

られました。
この時代は、各地の豪族が力をつけ、

さらに大
や ま と

和朝
ちょう て い 

廷※1が全国を統
と う い つ

一し、日
本という国が成立する時代にあたりま
す。古墳の形や埋

ま い そ う

葬された人と一緒に
埋められたいろいろな品物（副

ふ く そ う ひ ん

葬品）に
よって前期と後期に区分されていま
す。

古墳の大きさは、ピラミッドをしの
ぐ巨大なものから直

ちょっけ い

径が数メートルの
小さなものまでさまざまで、形もいく
つかの種

し ゅ る い

類に分けられます。古墳の内
部には、埋葬される人が置かれる場所
があります。初期のころは、被

 ひ  そ う し ゃ

葬者を木
で作った棺

ひつぎ

に納めて（権
け んりょくし ゃ

力者は棺
ひつぎ

の回
りを粘

ね ん  ど  

土で覆
お お

ってから）土で覆
お お

ってい
ましたが、その後、棺を入れる部屋を石

円墳

古墳のかたち

大和朝廷
※１	「大和朝廷（やまとちょうてい）」とは、古代日本

の最初の統一国家と考えられている大和国家
（やまとこっか）の中央機関（ちゅうおうきかん）
のことです。
　有力な豪族であった皇室（こうしつ）が、諸豪
族を併合（へいごう）してつくりあげました。お
そくとも４世紀の中ごろまでには中部地方から
北九州までを統一し、以後、関東、東北を平定、さ
らに朝鮮（ちょうせん）半島に進出したと考えら
れています。所在地は大和（やまと、現在の奈良
県）の飛鳥（あすか）地方とされています。

副葬品
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で作るようになりました。これを石
せ き し つ

室
といい、「前期古墳」では、上から被葬
者を納めてふたをしてしまう「竪

た て あ な し き

穴式
石
せ き し つ

室」がおもでした。日本の代表的な古
墳である大

だ い せ ん

山古墳（仁
に ん と く て ん の う

徳天皇陵
りょう

）※2のよ
うな大古墳などがそれにあたります。
古墳時代の中頃より以前に多く分

ぶ ん  ぷ  

布
し、権

 け ん りょく

力を誇
こ じ

示するために造られまし
たが、まさに天皇・豪族の墓といえま
す。

ところが、後期（5世紀以降）になる
と部屋の横に出入口をつけて何度も出
入りできるように工夫された「横

よ こ あ な し き

穴式
石
せ き し つ

室」の古墳が多くみられるように
なってきます。横穴式石室というのは、
古墳の盛

も

り土
つ ち

の中に石の部屋を設
も う

け
て、横に羨

せ ん ど う

道とよばれる出入り口を持
つ古墳です。出入り口の蓋

ふ た

石
い し

を取
と

り除
の ぞ

けば、何体もの遺
 い  た い

体を次々と埋
ま い そ う

葬する
ことができます。このような古墳は「後
期古墳」とよばれ、規模も小さく数も
飛
 ひ  や く て き

躍的に増加しました。このことから、
後期古墳は、権力を誇示するというよ
りも、家族の墓としての役割が強いと
いわれています。

大山古墳（仁徳天皇陵）
※２	「大山古墳（だいせんこふん）」とは、大阪府堺（さ

かい）市堺区大仙（だいせん）町にある古墳のこ
とです。形状は前方後円墳（ぜんぽうこうえんふ
ん）、百舌鳥（もず）古墳群を構成する古墳の1つ
で日本最大の古墳といわれています。 
　実際の被葬者は明らかではありませんが、宮
内庁により百舌鳥耳原中陵（もずのみみはらの
なかのみささぎ）として仁徳天皇の難波高津宮 
(なにわのたかつのみや) の陵墓に比定されてい
ます。そのため、仁徳天皇陵（にんとくてんのう
りょう）や仁徳陵古墳ともいわれています。

横穴式石室の構造

方墳

竪穴式石室の構造
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恵
え な

奈の古
こ

墳
ふん

では、私たちの恵奈では、どのような
古墳が分

ぶ ん  ぷ  

布していたのでしょうか。恵
奈では、二百数十基

き

の古墳がみつかっ
ています。そのうち現在の恵那市内に
は、消

しょうめ つ

滅した古墳も含めて約136基の
古墳が確

か く に ん

認されています。中でも大
お お  い  

井
町、長

お さ し ま

島町、山
や ま お か

岡町、岩
い わ む ら

村町に多く、特に
千
せ ん  だ  

田17号墳の属する長島町の千田古墳
群は、恵奈の中心をなす古墳群といえ
ます。

また、単
た ん ど く

独の古墳はわずかで、ほとん
どの古墳が一定の地域にまとまって
分
ぶ ん  ぷ  

布する「古
 こ  ふ ん ぐ ん

墳群」の形をとっていま
す。形もすべて「円

え ん ぷ ん

墳」であり、築かれた
時期も古墳時代後期に属する古墳とみ
なされています。古墳が築

き ず

かれた年
ね ん だ い

代
は、その古墳から出てくる副

ふ く そ う ひ ん

葬品、すな
わち鏡

かがみ

や土器などを手がかりにして決
めていきますが、恵奈では、そのほとん
どが6世紀から7世紀にかけての後期の
古墳であると考えられています。

それでは、私たちの恵奈には、権力を
誇

こ じ

示するような有力な豪族は一人もい

能万寺古墳
（長島町）

徳平古墳
（明智町）

千田17号墳の石室開口部
（長島町）

千田17号墳の横穴式石室
（恵奈地方最大の石室をもち、６世紀後半につくられた。）
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なかったのでしょうか。その疑問に答
えるために、恵奈で最も大きな横

よ こ あ な し き

穴式
石
せ き し つ

室を持つ古墳、長島町久
く

須
す み

見千
せ ん  だ  

田に
ある「千

せ ん  だ  

田17号墳」を詳しく調べてみま
しょう。

石室の全長は12.0m（玄
げ ん し つ

室の長さ
5.5m、羨

せ ん ど う

道の長さ6.5m）、最大幅2.5m、
高さ3.0mで、一種の円

ま る

天
て んじょう

井風に天井石
が組まれています。昭和52年（1977）に
測
 そ く りょう

量と内
な い  ぶ  

部の調
ちょう  さ  

査が行われ、「須
す え き

恵器」
のほかに勾

ま が た ま

玉、金
き ん か ん

環、水
す いしょうせ い

晶製の「三
み わ

輪玉
だ ま

」
という全国的にも珍

めずら

しい装
そ うしょくひ ん

飾品が出土
しています。

三輪玉というのは、太
た ち

刀の柄
え

の部分
につける飾

か ざ

り玉
た ま

で、上
う え め ん

面に大小3つのふ
くらみがあり、下

し た め ん

面が平らになった長
さ3 ～ 4cmの装飾品のことです。この
三輪玉の発

は っ け ん れ い

見例は、全国的にもきわめ
てめずらしく、岐

ぎ ふ

阜・愛
あ い  ち  

知・三
み え

重の東
と う か い

海
3県では最初の発見といわれています。
また、このような装

そ うしょく

飾太
た ち

刀は、身分の高
い人にのみ使うことが許されたもので
あるといわれています。

巨大な石室や出土遺物などからみ
て、千

せ ん  だ  

田17号墳に葬
ほうむ

られた人物は、非常

千田17号墳の露出した天井部

千田17号墳の出土品
（須恵器・金環・勾玉・管玉）

千田17号墳の出土の三輪玉
（太刀の柄に付ける装身具）
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に強い政
せ い  じ りょく

治力をもっていた人物ではな
いかと考えられています。おそらく、大
和朝廷とも密

み っ せ つ

接な関係を持っていたの
ではないでしょうか。

もう一つ、興
きょう み  ぶ か

味深い発
は っ く つ

掘調
ちょう  さ   

査があり
ます。先に、恵奈の古墳は6世紀以

 い  こ う

降に
造られた後期古墳がほとんどであると
されてきましたが、三

 み  さ と

郷町の「森
も り や ま

山5号
ご う

墳
ふ ん

」の調査から、この古墳は、5世紀か
ら6世紀初頭に造られたものではない
かとして、今までの定説をくつがえす
ものになりました。

森山5号墳は、横穴式石室をもたず、
遺
 い  た い

体を直接盛り土に埋
ま い そ う

葬しています。
こうした古墳は、「直

じ き そ う

葬形
け い し き

式古
 こ  ふ ん

墳」と呼
ばれています。小

しょう  き     ぼ  

規模ながら周囲に堀
ほ り

をもち、古墳表面は葺
ふ

き石によりおお
われていました。さらに、ふつうなら
古墳内部に納

お さ

めるべき副葬品が、古墳
の表面に置かれていたこともわかりま
した。これらのことから、この古墳は、
権
け んりょく

力誇
 こ  じ  て き

示的な性
せ い か く

格をもち、ある程
て い  ど  

度の
有力者のお墓と考えられているので
す。

森山第５号墳址
（三郷町）

森山第５号墳葺石
（三郷町・森山遺跡出土）

直葬形式古墳の断面図（模式図）
（恵奈地方での前期古墳はこうした直葬形式のも
のが多かった。）
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古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の人
ひと び と

々
次に、当時の恵奈の人々の暮らしに

着
ちゃくも く

目してみましょう。
古墳時代は、「鉄

て つ

」が本格的に使われ
るようになり、鉄の鏃

やじり

や鎧
よろい

、刀
かたな

などの武
器が現われ、斧

お の

や鋤
す き

などの農工具も鉄
で作られるようになりました。また、
製
せ い さ く

作に非常に高度な技術を要する青
せ い

銅
ど うかがみ

鏡やガラス製の玉
た ま

なども多く使われ
るようになってきました。

土器も今までとは異なるものが現れ
ます。それは、「須

す え き

恵器」と呼ばれる陶
と う し つ

質
の土器で、ろくろを用いて形を整え、傾

け い

斜
し ゃ め ん

面を掘り抜いて作った穴
あ な

窯
か ま

で焼きま
す。須恵器の製

せ い さ く

作技
 ぎ じゅつ

術は大
た い り く

陸から伝わ
り、近

き ん  き  

畿地方から全国へその技術が広
がりました。特別な用

よ う  と  

途や目的に使わ
れ大切にされたらしく、古墳の副葬品
としてたくさん見つかります。

また、古墳時代には、須恵器とともに
弥生土器の伝統を引き継ぐ「土

は じ き

師器」と
いう素

す や

焼きの土器も使われていまし
た。土師器は、日常の生活に用いられ
た実

じ つ よ う て き

用的な土器で、住
じゅうき ょ

居跡
あ と

からたくさ

鉄製農具の普及

須恵器

土師器
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ん出土します。もちろん古墳からも土
師器は出土しますが、住居跡から出土
する土師器は、カマドなどに使用され
たままの状

じょう た い 

態で発
は っ け ん

見されることもあっ
て、その使い方がよくわかります。

東
ひがし の  

野の阿
 あ    ぎ   が わ

木川上流にある「大
お お

野
わ ご

吾遺
跡」は、昭和56年（1981）に発

は っ く つ

掘調
ちょう  さ    

査が
行われましたが、驚

おどろ

くことに、古墳時代
の「村の跡」が､そのまま凍

と う け つ

結していた
かのようにして再現されたのです。

この古墳時代の恵奈の村は、7棟
と う

以
上の住居で構

こ う せ い

成されていました。それ
ぞれの住居は、1辺が4m前後の四角
い形をした竪穴住居で、規

き ぼ

模の小さな
ものでした。各住居には、壁

か べ ぎ わ

際に平ら
な石を組み合わせた竈

かまど

をもっていまし
たが、1号住居跡では、竈のすぐ横に、

「甑
こしき

」とよばれるものが甕
か め

の上にのった
まま出土していたのです。

古墳時代の住居跡
（東野・大野吾遺跡第１号住居跡）

（○印には、当時の生活そのままに甑が甕の上に
のったまま掘り出された。）

甑（こしき）
（大井町・丸池遺跡出土）

甑（こしき）の使用方法
（甑の底には穴があり、蒸し器として使用されました。）
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甑
こしき

というのは、甕
か め

の底に穴をあけた
形をしており、米などを蒸

む

す道具のこ
とです。使い方は、甑の底に布をしいて
中に米を入れ、それを水を入れた甕の
上にのせて使う。この甕を竈にかけて
火であたためると､甕の水が蒸

じょう  き   

気とな
り、上にのせた甑の中の米が蒸せると
いうしかけです。

このように、甑が使用した状
じょうた い

態その
ままに出土することは、全国的にみて
もたいへんめずらしいことと言われて
います。また、竈のすぐ横には、須恵器
の坏

つ き

とよばれる椀
わ ん

のような器が、整
せ い ぜ ん

然
と重ねて置かれていました。

また、当時、高
た か ゆ か し き

床式の住居が支
 し  は い

配階
か いきゅう

級
では一般化していたようですが、民衆
の住居は、弥生時代と大差のない竪穴
式の住居でした。弥生時代の竪穴式の
住居と異なるのは、住居の片

か た す み

隅に竈が
付いたことと、簡単な壁のようなもの
が付いたことでした。そして住居の形
は方

ほ う け い

形のものが一般化しました。
古墳時代の人々の生

な り わ い

業は米作りが中
心で、鉄製品が普及したこともあって、
潅
か ん が い

漑設
せ つ  び  

備をととのえながら耕
こ う さ く  ち  

作地を拡

竪穴住居

竪穴住居内部

古墳時代の食事

古墳時代の暮らし
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大していきました。花
 か  ふ ん

粉分
ぶ ん せ き

析※1という
科学的な分

ぶ ん せ き

析手
し ゅ ほ う

法によって、当時かな
りの森林が伐

ば っ さ い

採されて耕作地に変えら
れていったことも明らかになっていま
す。

花粉分析
※1	「花粉分析（かふんぶんせき）」とは、現在の土壌

や地質時代の地層の中から、花粉や胞子（ほう
し）をとりだし、研究することです。花粉のかた
ちから植物の属の区別ができるので、過去の森
林の歴史、植生（しょくせい）の状態、気候の変遷
などの解明に役立ちます。泥炭、亜炭、褐炭など
の炭質物や有機物を含む泥岩などは、花粉が多
くて花粉分析に適しています。

久後古墳
（明智町）

平古墳
（山岡町）
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律
り つ

令
りょう

国
こ っ

家
か

と天
て ん

武
む

天
て ん の う

皇
壬
じんしん

申の乱で大
おおともの

友皇
おう  じ  

子をやぶった大
お お あ ま の

海人皇
おう  じ  

子は、天
てん  む  

武元年（673）に「天
てん  む  

武

天
てんのう

皇」として即
そく  い  

位し、兄・天
てん  じ  

智天皇がはじめた改革を受け継ぎ、律
 り つりょう

令国
こっ  か  

家建

設を推し進めていきました。

天武天皇は、壬申の乱に勝利してつかんだ強大な権
 け んりょく

力を生かして、皇
こうぞく

族

や豪
ごうぞく

族を、天皇を頂点とする国
こっ  か  

家機
 き  こ う

構のなかに再
さいへん

編成
せい

しました。天武12年

（684）に八
 や  く さ

色の姓
かばね

を定め、天武13年（685）に官
かんじん

人の冠
かん  い  

位を定めるなど、皇族

の地位を高めた新しい身分制度のもとで、律令制に対応する官
   か んりょう

僚制
せい  ど  

度の確

立をめざしました。また、飛
あ す か

鳥浄
きよ  み  は ら

御原令
りょう

の制定、国史の編
へんさん

纂、貨幣（富
 ふ  ほ ん

本銭
せん

）の

鋳
ちゅうぞ う

造、藤
ふじわら

原京
きょう

の建設などを命じたことも天武天皇の大きな事業で、のちの政

権に引き継がれていきました。

ところで、皆さんは、日本ではじめて「天
てんのう

皇」と名のったのは天武天皇だ

といわれていることを知っていますか。天武天皇は強大な権力を獲
かくとく

得し

たことから、『万
 ま んよ うしゅう

葉集』に「大
おおきみ

王は神にしませば」とも歌われたように、なか

ば神
しんかく  か  

格化された存
そんざい

在となりました。そこで、自らの称
しょうご う

号として、それまでの

「大
おおきみ

王」に代わり、唐
とう

の皇帝・高
こうそう

宗も一時的に用いたといわれる「天
てんのう

皇」を選

んだと考えられています。

「天皇」とならんで、国
こくごう

号を「日
にっぽん

本」※と定めたのも天武天皇だとされていま

す。日本は、もともと国内では「ヤマト」の名が使われ、対外的には「倭
わ

」の名称が

使われていました。しかし、この「倭」は中国が東
とう  い  

夷（東の異
 い  みんぞく

民族）である日本を

侮
 ぶ  べつ

蔑してつけたものであったため、律令国家として生まれ変わったことを対

外的に示す意味からも、新しい国号「日
にっぽん

本」が定められたのです。

※日本は「日
 に ほん
本」と読むこともあります。

コラム 3
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恵
え な

奈の次
すき ま い

米
ここまで、旧石器時代から古墳時代

まで、私たちの恵奈のことや人々の暮
らしを探

さ ぐ

ってきました。やはり、恵奈に
遺
の こ

る遺跡や遺物や関連する資料などか
ら推

す い て い

定できることばかりでした。文字
で「恵奈」のことが表され、当時の様子
を探ることできるようになったのは、
飛
あ す か

鳥時代※1の次のできごとが初めてと
なります。

それは、日本最古の貨
 か  へ い

幣「富
 ふ  ほ ん

本銭
せ ん

」が
出土したことで有名な奈良県明

あ す か

日香村
の飛

あ す か

鳥池
い け

遺跡で、平成10年（1998）、日
本の古代史の解

か い め い

明に役立つたくさんの
「木

も っ か ん

簡」が発見されたことでした。その
中の一つに、恵奈の古代史の謎

な ぞ

を読み
解いていくために、とても重要な木

も っ か ん

簡
も発見されたのです。それは、たて15.1
㎝、よこ2.8㎝と小さなものでしたが、
表と裏に墨

す み

で、次のように文字が書か
れていました。

（表）「丁丑年十二月　三野国刀支評　次米」
（裏）「恵奈五十戸造　阿里麻　舂人服部枚布五斗俵」

飛鳥時代
※1	「飛鳥時代（あすかじだい）」とは、奈良盆地南部

の飛鳥地方を都とした時代のことです。推古（す
いこ）天皇（592~628年）の時代を中心として、
その前後の時期をいいます。その範囲につい
てはいくつかの説がありますが、文化史の上で
は、仏教渡来から大化改新（たいかのかいしん、
645年）までの間をいいます。政治史の上では、
聖徳太子摂政就任の593年から大化改新まで、
または平城遷都（710年）までの間をいうことが
あります。

飛鳥池遺跡

発見された木簡
（奈良県明日香村・飛鳥池遺跡出土）
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読んでいくと、次のようになります。
「丁丑（ていちゅう）年十二月三野国（み
ののくに）刀支評（ときのこおり）次米

（すきまい）」、「恵奈五十戸造（えなのさ
とのみやつこ）阿里麻（ありま）舂人（つ
くひと）服部枚布（はとりべのひらふ）
五斗俵（ごとだわら）」となります。

この木簡の文字から、何を読み解く
ことができるでしょうか。一緒に探っ
ていきましょう。
「丁丑年十二月」は、「天武天皇の時代

の6年（677）の12月」のことです。「三
野国刀支評」は、「美

み の の

濃国
く に ※2土

と き の

岐郡
こおり

」のこ
とです。当時の恵奈の里は、土岐郡に属
していたことがわかります。「次米」は、

「すきまい」あるいは「すきのこめ」と読
みます。一般的には「主基米」という漢
字で書きます。朝廷への「献

け ん の う

納米
ま い

」のこ
とです。
「恵奈」は、皆さんも知っているとお

り、恵那のことです。「五十戸造」は、当
時一つの里が50戸の単位でした。また、

「造」は姓
かばね

で地位を表すことから、「恵奈
五十戸造」は、恵奈の里の長

お さ

という意味
でしょう。そして「阿里麻」は、その里

さ と

長
お さ

美濃国
※2	「美濃国（みののくに）」とは、岐阜県の南部を占

める古い国名のことです。東山道88か国の一つ
で、東は信濃（しなの）国、西は近江（おうみ）国、
南は三河（みかわ）国・尾張（おわり）国・伊勢（い
せ）国、北は越前（えちぜん）国・飛騨（ひだ）国に
接します。面積約6461平方キロメートルです。
　『和名抄（わみょうしょう）』という古文書に
は多芸（たぎ）、石津（いしづ）、不破（ふわ）、池田、
安八（あはち）、大野、本巣（もとす）、席田（むしろ
だ）、方県（かたがた）、厚見（あつみ）、各務（かが
み）、山県（やまがた）、武芸（むげ）、武儀（むぎ）、
郡上（ぐじょう）、賀茂（かも）、可児（かに）、土岐
（とき）、恵奈（えな）の18郡が載せられています
が、天正（てんしょう）年間（1573～1592年）に
海西（かいさい）、中嶋（なかしま）、羽栗（はぐり）
の3郡が増え21郡となりました。
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の名前と考えられます。「舂人服部枚
布」は、服

はとりべの

部枚
ひ ら  ふ  

布という人物が精
せ い ま い

米した
ことも分かりました。

つまり、発見されたこの木簡から、
飛
あ す か

鳥時代の天
て ん  む  

武天皇の時に、朝廷の神
前に供

そ な

える「次
す き

米
ま い

」を、私たちの恵奈の
里から献

け んじょう

上していたことが分かったの
です。

ここで少し、「次米」についてふれ、解
説をしておきましょう。

7世紀後半、律
り つりょう

令制度が整
せ い  び  

備される
なかで、朝廷での儀

 ぎ  し き

式や儀礼も制
せ い  ど   か  

度化
されてきました。そうした儀式・儀礼
の一つに「新

に い な め さ い

嘗祭」※3があります。これ
は、11月の下の「卯

う

の日
ひ

」に、天皇自ら
が新

し ん こ く

穀を神とともに食し、「幣
み て

くら」と
いうささげものを多くの神々に奉

ほ う け ん

献す
る儀式で、その年の稲の収

しゅうか く

穫を祝
い わ

うも
のです。とくに、天皇即

そ く  い  

位後最初の新嘗
祭は「大

だ い じ ょ う さ い

嘗祭」といわれ、一世一度の大
祭として位置づけられていました。こ
れらの儀式に献

け んじょう

上される新
し ん こ く

穀こそ「次
す き

米
ま い

（主基米）」なのです。
大嘗祭では、悠

ゆ

紀
き

殿
で ん

・主
す き

基殿
で ん

を中心
とする大

 だ いじょうきゅう

嘗宮という殿
と の し ゃ

舎が建設され、

新嘗祭
※3	「新嘗祭（にいなめさい）」とは、天皇が新穀を天

神地祇（てんしんちぎ）に供え、みずからも食す
る祭のことです。祭儀（さいぎ）は11月の下の卯
（う）の日（三卯のあるときは中の卯の日）に中和
院の正殿である神嘉殿（かみよしみどの）に行幸
（ぎょうこう）して行なわれるのを本儀とし、行
幸のない場合は神祇官が行ないました。
　なお、即位後初めて行なうものを「大嘗祭（だ
いじょうさい）」といいますが、古くは新嘗・大
嘗の区別なく用いられました。明治維新後、太陽
暦が採用されてから祭日は11月23日と定めら
れました。現在はその日を「勤労感謝の日」とし
て国民の祝日の一つとしています。

大嘗宮
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神にその年に収穫された新穀・酒料な
どが献上されました。その新穀・酒料
を奉

ほ う の う

納するために、あらかじめ神
じ ん  ぎ  か ん

祇官
によって選定された国（郡）を悠

ゆ

紀
き

国・
主

す き

基国とよびました。美濃国は、このあ
との8 ～ 9世紀に5回にわたって、この
悠紀国・主基国をつとめています。これ
は、この時期、各国の中でもっとも回数
が多く、美濃国が天皇即位に関する国
家儀

　ぎ　しき

式の中で、重要な役割を担ってい
たことを物語っています。

選
せ ん て い

定された国（郡）では、国司や郡司
の指導のもと、新穀や酒料などを献上
したり、地域の風

ふ う ぞ く

俗の歌
か ぶ

舞を奏したり、
語
かたり べ  

部が地域に古くから伝わる伝承の奏
上をおこなうといった重要な役割を果
たしました。そのあと、悠紀国（主基国）
に対しては、国司に対する叙

じ ょ  い  

位ととも
に、国

こ く  し  

司・郡
ぐ ん  じ  

司から歌女・農民に至るま
で、関係者に対して禄

ろ く

が与えられ、その
年の庸

よ う

米
ま い

は免
め ん

ぜられたとのことです。
しかし、天武6年（677）の新嘗祭は11

月に行われたようです。先にふれた「木
簡」には「十二月」と書かれており、月が
合っていません。この時の恵奈の里か

大嘗祭
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らの「献上米」は、新嘗祭の米というよ
りは、神前に供

そ な

えた米とみるのがよい
かもしれません。

それでも、当時の次米の献上をしの
び、地元の人たちが中心となって、現在
でも、「次

す き

米
ま い

祭
ま つ

り」が行われています。恵
奈の里のお米が、千3百年以上も前に朝
廷に献上されていたことにちなみ、そ
の記念行事が、平成24年から毎年「恵

え な

奈
の里

さ と

次
す き

米
ま い

みのり祭
まつり

」として開かれてい
るのです。この祭りでは、5月の「お田
植え祭」、9月に「抜

ぬ

き穂
ほ

祭」、「次米献
け ん の う

納
行列」、「お米の楽

ら く

市
い ち

」、10月に「次米献
納」と、5つの行事が行われています。

ところで、7世紀の飛鳥時代に、なぜ、
恵奈の里からの献上だったのでしょう
か。天武天皇の時代に、朝廷にとって、
恵奈の里は特別な土地だったのでしょ
うか。

ある大学の先生が次のようにお話を
されていました。「恵那の里には古代の
都と東北地方を結ぶ官道・東山道※4が
通っていたことから、天

て ん  む  

武朝
ちょう

において
は、美濃から信濃へという東山道ルー
トをかなり政治的に重視していたと考

お田植え祭（5月）

抜き穂祭（9月）

次米献納（10月）

東山道
※4	「東山道（とうさんどう）」とは、律令時代の五畿

七道（ごきななどう）の一つです。701年、近江、
美濃、飛騨、信濃、上野、武蔵、下野の7ヵ国の国
府を連ねる街道を定め東山道と称し、街道筋の
国域を含めた行政区分にも利用しました。のち
陸奥、出羽の2国を加え、武蔵を東海道に移して
8ヵ国としました。
　古くは山道とも称し畿内と東国を結んだ中
央道のことです。宿駅の整備が進み、各駅には馬
10頭を常備して公用に利用しました。中世以降
は東海道の裏街道的存在となり、近世の中山道
がこれにあたります。
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えられる。このような政治的動向の前
提として恵奈の里から主基米（すきの
こめ）が献上されたのではないか。」

このお話には、「正家廃寺の不思議」
を読み解いていく重要なヒントが含ま
れていると考え、いよいよ、少しずつふ
れることのできる文献や資料を探りな
がら、読み取っていこうと思います。

五畿七道
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恵
え な

奈の婢
ひ

・古
こ つ め

都賣
次は、私たちの「恵奈」のことが、初め

て文献に記された「婢
ひ

・古
こ つ め

都賣」のお話
です。「古都賣」というのは、恵奈に住ん
だ人々のなかで、歴史上に初めて名を
残した人の名前です。年令は20才、右ほ
ほに黒

ほ く ろ

子のある美しい娘であったと伝
えられています。そして、彼女の身分は
婢

ひ

、つまり女の奴
 ど  れ い

隷※1でした。
奈良時代の天

て んぴょう

平12年（741）、聖武天
皇は仏教の繁

は ん え い

栄をねがって盧
 る  し ゃ  な  ぶ つ

舎那仏
（東大寺大仏）※2をつくることを計画し
ました。そして天

て んぴょう

平勝
しょうほ う

宝元年（749）に
大仏は完

か ん せ い

成しました。完成時の天皇で
あった孝

こ う

謙
け ん

天皇は、全国に奴
ぬ ひ

婢（奴
 ど  れ い

隷）
を差し出すことを命じましたが、美濃
国には、年令30才以下15才以上で、顔か
たちのよい奴

ぬ

（男の奴隷）3人と婢
ひ

（女
の奴隷）3人を差し出すことを命じて
います。

翌天
て んぴょう

平勝
しょうほ う

宝2年（750）、美濃国から6
人の奴婢が差し出されました。その中
の1人が恵

え な の

奈郡
ごうり

絵
え の し も の さ と

下郷の「婢・古都賣」
だったのです。このことは、東大寺の

奴隷（奴婢）
※１	「奴婢（ぬひ）」とは、律令制における賤民（せんみ

ん）のことです。人格を認められず、売買（ばいば
い）、譲渡（じょうと）、寄進（きしん）の対象とな
りました。奴（ぬ）は男、婢（ひ）は女をさし、所有
者が国家であれば官奴婢（かんぬひ）、私人であ
れば私奴婢（しぬひ）と呼ばれました。また、奴婢
とは召使いとして雑用（ざつよう）を行う下男下
女であり、所有者により牛馬のように物として
扱われていたのです。

盧舎那仏（東大寺大仏）
※2	「盧舎那仏（るしゃなぶつ）」とは、奈良県奈良市

の東大寺大仏殿（金堂）の本尊である仏像（大仏）
のことです。一般に奈良の大仏（ならのだいぶ
つ）として知られています。
　聖武（しょうむ）天皇の発願（ほつがん）で、天
平17年（745）に制作が開始され、天平勝宝4年
（752）に開眼供養会（かいげんくようえ、魂入れ
の儀式）が行われました。その後、中世、近世に焼
損（しょうそん）したため大部分が補作（ほさく）
されており、当初に制作された部分で現在まで
残るのはごく一部です。 
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正倉院の所
し ょ ぞ う

蔵文
も ん じ ょ

書『東
と う だ い  じ  

大寺奴
  ぬ    ひ  ちょう

婢帳』の
「美

み の

濃国
こ く  し  

司解
か げ

」に次のように記されてい
たのです。

婢　古都賣　年二十　右頬黒子　値稲捌伯束
右恵奈郡絵下郷　戸主県主人足口　県主息守之賤

この記録には、「古都賣」以外に2人
の名が書かれています。1人は「県

あがた

主
ぬ し

一
ひ と た り

足」、もう1人は「県
あがた

主
ぬ し

息
お き

守
も り

」といいま
した。いずれも男性です。県主一足の身
分は戸

 こ  し ゅ

主（家族の長
お さ

）であり、県主息守
はその口

こ う

（家族の一員）で、古都賣の直
接の持ち主でした。当時の家族は、今
とちがって大

だ い  か  ぞ く

家族制
せ い  ど  

度をとり、1家族
平
へ い き ん

均20名前後でした。とくに有
ゆ うりょく

力な家
族になると100名をこえるものもあり、
多くの奴

ぬ ひ

婢を所有していたといわれて
います。このことから、おそらく県主一
足も、恵奈の有力な豪

ご う ぞ く

族の一人であっ
たと考えられるのです。

当時の社会は、身
 み  ぶ ん せ い

分制の厳
き び

しい社会
でした。美しい娘古

こ つ め

都賣は、こうした身
分制※3の最

さ い  か  そ う

下層におかれた一人でした。
記録には、彼女は稲

い ね

800束
そ く

で売られたと
あります。当時、馬1頭の価

 か  か く

格が800束か

『東大寺奴婢帳』より
（東大寺正倉院所蔵）

律令制下の身分制
※3	 奈良時代以前の大和朝廷政権では、天皇を中心

とした豪族たちの血縁関係の集合体である「氏
（うじ）」を持つ者たちが、朝廷から政権内の地位
を示す「姓（かばね）」をもらい受ける「氏姓制度
（しせいせいど）」がありました。
　遣唐使の派遣で中国の唐で行われていた律令
制の日本への導入が7世紀後半から進み、645
年には一般の人民を良民と賤民に大別する「良
賤（りょうせん）の法」が制定されます。
　さらに、良民は「官人、公民、品部、雑戸」に区分
され、賤民は「陵戸、官戸、家人、公奴婢・官奴婢、
私奴婢」に区分されています。
　この身分制度は、平城京に遷都される前に制
定された大宝律令によって、奈良時代にも引き
継がれていったのです。
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ら1,000束程
て い  ど  

度でした。20歳の美しい
娘も、彼女が婢であるという身分のた
めに､牛

ぎゅう  ば  

馬なみにあつかわれていたの
です。

恵奈から奈良の都に送られた「婢・古
都賣」は、「恵奈の次

す き

米
ま い

」と同じように、
どうして、恵奈からの献上だったので
しょうか。不思議はさらにふくらんで
いきますが、残

ざ ん ね ん

念ながらその理由を伝
える確かな記

 き  ろ く

録は残っていませんでし
た。

しかし、私たちの恵奈のことが、歴史
上はじめて文

ぶ ん け ん

献に登場したのが、この
『東大寺奴婢帳』の「婢・古都賣」にまつ
わる記録だったのです。
「次米」のことが書かれた飛

あ す か

鳥池
い け

遺
 い  せ き

跡
の木簡史料から、天

て ん  む  

武6年（677）の恵奈
に律令制の行政区画※4「国－郡（評）－
五十戸（里）」が施行されていたこと、
当時はまだ恵

え な の

奈郡
こうり

は成立しておらず、
土
と き の

岐郡
こおり

の一部にすぎなかったことがわ
かりました。しかし、「婢・古都賣」のこ
とが書かれた『東大寺奴婢帳』により、
奈良時代の孝

こ う

謙
け ん

天皇の時には、すでに
恵奈郡が成立していることがわかりま

律令制の行政区画「国郡里」
※4	「国－郡－里（こくぐんり）」とは、律令制におけ

る地方行政組織のことです。全国を国・郡・里
の三段階の行政区画に編成し、国には中央から
国司（こくし）を派遣し、郡には現地の有力豪族
を郡司（ぐんじ）に任命し、里には同じく現地の
村落の有力者を里長（りちょう・さとおさ）に任
じました。国、郡には大・上・中・下・（小）など
の差があって規模は一定せず、里は50戸を1里
とする画一的なものでした。
　国司は、中央の官僚（朝廷に仕えている役人）
が任命されて地方に派遣されました。国のほと
んどの権限をすべて手中に収め絶大な権力を
持っていました。任期6年で終了。郡司は、国司
が取り扱う仕事内容をより実務的に行いまし
た。具体的には、田んぼの割り当てを取り決めた
り税の徴収を取り扱ったり、簡単な裁判などを
担当しました。郡司は中央から派遣された官僚
ではなく、その地域の有力な豪族が登用されて
いました。税を徴収する権利を持っていること
からもわかるように、絶大な権力を持っていま
した。
　里長は、地元の有力な農民から選ばれました。
国司・郡司のような巨大な権力はなくて、税の
取り立てなどが主な仕事でした。

奈良時代の婢の姿
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した。わざわざ土岐郡から分
ぶ ん ぐ ん

郡し、恵奈
郡として建

け ん ぐ ん

郡したのですから、朝廷に
とってそれなりの理由があったことも
わかります。

東大寺奴婢帳
（東大寺正倉院所蔵）

※古都売に係わる記述箇所
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恵
え な の

奈郡
こうり

六
り く ご う

郷
全
ぜ ん こ く

国統
と う い つ

一を完
か ん せ い

成した大
や ま と

和政
せ い け ん

権は、7 世
紀の終わりころ、法

ほ う り つ

律を整
せ い  び  

備し、天皇を
中心とした律

 り つりょう

令国
こ っ  か  

家をつくりあげていき
ました。大

や ま と

和政
せ い け ん

権は、8 世紀に入ると奈
良に中国の都をまねた平

へ いじょう

城京
きょう※ 1 をつく

り、全国を国
く に

－郡
こおり

－里
さ と

（郷）に分け､ 支
配するようになりました。

国ごとに国
こ く  ふ  

府がおかれ、中央から国
こ く  し  

司
が派

 は  け ん

遣されました。郡
ぐ ん  じ  

司には在
ざ い  ち  

地の有力
豪
ご う ぞ く

族が任
に ん よ う

用され、郡
ぐ う  け  

家で政
せ い  む  

務がとられま
した。彼らのなかには、かつての国

くにのみやつこ

造※ 2

などもいて、中央の審
し ん  さ  

査を経たうえで
任
に ん よ う

用され、朝廷による在
ざ い  ち  

地支
 し  は い

配を直接
に担

に な

う存
そ ん ざ い

在となりました。
郡の下には、当

と う し ょ

初は 50 戸
こ

からなる里
さ と

がおかれ、里
り

長
ちょう

がその行
ぎょうせ い

政を担当しま
した。霊

れ い

亀
き

3 年（717）に里は「郷
さ と

」と
改
か いしょう

称され、地方の行政組織は、国－郡－
郷制となったのです。『延

え ん  ぎ  し き

喜式』※ 3 とい
う文

も ん じ ょ

書によれば、美
み の の

濃国
く に

は、8 世紀には
14 郡、9 世紀後半には 18 郡の名が記載
されており、『和

  わ  みょうる い

名類聚
じゅうしょう

抄』※ 4 によれば、
郷の数は 125 郷となっています。こうし

平城京
※1	「平城京（へいじょうきょう）」とは、奈良時代に

日本の首都であった都市のことです。唐（とう）
の都長安城（ちょうあんじょう）を模倣（もほう）
して建造された都城であり、現在の奈良県奈良
市の西部の一部、中心部及び大和郡山（やまとこ
おりやま）市北部に位置し東西8坊(約 4.3km) 
の面積をもち、全域72坊に区画設定されていま
した。
　中央北域に大内裏（だいだいり）を置き、中央
を南北に走る朱雀大路（すざくおおじ）によって
左京・右京に二分され、さらに南北・東西を大路・
小路によって碁盤（ごばん）の目のように整然と
区画されていました。平安時代に入るとまもな
く荒廃（こうはい）し、外京のみが東大寺、興福寺
（こうふくじ）の門前町（もんぜんまち）として残
りました。

国造
※2	「国造（くにのみやつこ）」とは、大和朝廷の地方

官の呼び名です。（こくぞう）ともいいます。初め
は各地方の「くに」の支配者でしたが、国家統一
後は地方官として制度化されました。当時の「く
に」は、ほぼ後世の「郡」に当たる広さで、国造は
大化改新（たいかのかいしん）後おおむね郡司
（ぐんじ）となりました。 

延喜式
※3	「延喜式（えんぎしき）」とは、平安中期の律令の施
行細則（しこうさいそく）のことです。50巻。延
喜5年（905）藤原時平（ふじわらときひら）らが醍
醐（だいご）天皇の命により編纂（へんさん）を始
め、時平の死後藤原忠平（ただひら）らにより927
年完成しました。施行は967年。弘仁式・貞観式
をふまえて編纂されたもので、のちの律令政治の
基本法となりました。
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た地方制度の整
せ い  び  

備を通して、律
り つりょう

令国
こ っ  か  

家は
地方支配を確

か く じ つ

実なものにしようとしたの
です。

私たちのふるさとは、美
み の の

濃国
く に

に属し、
恵
え な の

奈郡
こうり

におかれることになりました。恵
奈郡の中心には、郡

ぐ う  け  

家※ 5 とよばれる役
や く し ょ

所
が置かれ、郡全体を支

 し  は い

配しました。郡家
には、長

ちょうか ん

官の郡
ぐ ん  じ  

司のほかに、100 人前後
の人々が働いていました。『和

  わ  みょうる い

名類聚
じゅうしょう

抄』
によれば、恵奈郡は、さらに「絵

え の

上
かみのさと

郷・
絵
え の

下
しものさと

郷・坂
さ か も と

本郷
のさと

・安
あ

岐
ぎ の

郷
さ と

・淡
た む

気
け の

郷
さ と

・竹
た け お り

折
郷
のさと

」の 6 つの郷に分かれていました。
1 つの郷には 50 戸により構

こ う せ い

成される
とさだめられていましたが、当時の 1 戸
は、平均 20 人前後でなりたっていたの
で、1 郷は 1,000 人前後、恵奈郡全体では、
6,000 人ほどの人口があったとみられて
います。絵上・絵下の 2 つの郷は、1 郷
50 戸と定められたときに、2 つの郷に
分けられたと考えられ、恵奈郡の中心に
あったとみなされています。

もちろんさまざまな説
せ つ

がありますが、
2 つの郷は、この地方の古

 こ  ふ ん

墳の分
ぶ ん  ぷ  

布から
みて、今の恵那市の大

お お  い  

井と長
お さ し ま

島付
 ふ  き ん

近がそ
の中心にあって、郡

ぐ う  け  

家とよばれる役所も

和名類聚抄
※4	「和名類聚抄（わみょうるいじゅうしょう）」と

は、〈わみょうるいじゅしょう〉とも読み、《和名
抄》と略します。また〈和〉は〈倭〉とも記します。
醍醐（だいご）天皇の皇女勤子内親王の命によ
り、源順（みなもとのしたごう）が撰上（せんじょ
う）した漢和辞書のことです。承平（しょうへい）
年間（931～938）に編集されています。漢語の
出典や和名などを説明した一種の百科事典とい
われています。

郡家
※5	「郡家（ぐうけ）」とは、律令制下における郡の役

所のことです。郡衙（ぐんが）・郡府（ぐんぷ）と
も呼びます。大宝令で、「評（こおり）制」が「郡制」
に改められて成立しました。
　律令国家の郡支配の拠点（きょてん）で、郡司
（ぐんじ）が郡の民政・裁判などを行いました。
「郡庁（ぐんちょう、郡司が政務を執る政庁）」、「館
（やかた、郡司の官舎・国司の宿舎）」、「厨家（くり
や）」、「正倉（しょうそう）」からなり、都と国府間
の連絡のために「伝馬（てんま）」がおかれました。 

地域別古墳数

市 地域名 数

恵　那　市

大　井 21
長　島 68
東　野 10
三　郷 22
武　並 15
岩　村 23
山　岡 26
明　智 4

中津川市

中　津 16
坂　本 4
阿　木 37
坂　下 10
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ここに置かれていたのではないかと考え
られています。したがって、正

しょう げ  

家廃
は い  じ  

寺が
造
ぞ う え い

営された「正
しょう げ 

家」という地名は、「郡
家があったところ」が由

 ゆ  ら い

来だったのかも
しれません。先にふれた「絵

え の

下
しものさと

郷」の
「婢

ひ

・古
こ つ め

都賣」も、郡の中心であるこの
あたりに住んでいたのかもしれません。

次に、他の郷を今の地域にあてはめ
ていきましょう。坂本郷は中津川市の
落
お ち あ い

合・中
な か  つ  

津を中心とした地域、安岐郷は
中津川市の阿

あ ぎ

木・岩
い わ む ら

村を中心とした地域、
淡気郷は山

や ま お か

岡・明
あ け  ち  

智を中心とした地域、
そして、竹折郷は恵那市の武

た け な み

並・三
 み  さ と

郷を
中心とした地域に､ それぞれの郷があっ
たとみられています。

一方で、今の長
な が  の  

野県の木
き そ

曽地方が当時、
恵奈郡に属していたことから、藪

や ぶ

原
は ら

・宮
み や

の越
こ し

・須
 す  は ら

原・野
 の  じ り

尻などの地域を絵上郷
とする説に基づいてあてはめていくと、
絵下郷は、坂

さ か し た

下・川
か わ う え

上・山
や ま ぐ ち

口・苗
な え  ぎ  

木・
福
ふ く お か

岡・付
つ け  ち  

知・加
か し も

子母、坂本郷は、神
 み  さ か

坂・
落
お ち あ い

合・中
な か  つ  が わ

津川・坂
さ か も と

本、竹折郷は、大
お お  い  

井・
長
お さ し ま

島・東
ひがし  の   

野・武
た け な み

並、阿岐郷は、阿
あ ぎ

木・
岩
い わ む ら

村、そして淡気郷は、今の山
や ま お か

岡や明
あ け  ち  

智
を中心とした地域と考えられています。

恵奈郡六郷の位置Ⅰ
（古墳分布をもとにした六郷の位置推定）

恵奈郡六郷の位置Ⅱ
（木曽地域を絵上郷とする説をもとにした六郷の
位置推定）
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やきもの
私たちがいつも何気なく食事の時に使っているものに「陶

とう  じ    き  

磁器」があり

ます。一般的に「やきもの」といいます。これは粘土をこねて,形をつくり、

焼いたものです。しかし、やきものには、粘土のちがいや吸
きゅうす い せ い 

水性、焼く温度、

透
とうめいせ い

明性の有無などによって、呼び方がちがって「土
ど き

器・陶
とう  き  

器・磁
じ き

器」と言い

ます。このような分類もいくらかあいまいさがあり、正確ではありません

が、大まかに分けて紹介します。

「土器」は、人類がはじめて自然の土を加熱してつくったものです。素
そ じ

地

に吸水性があり、800℃前後の低温で焼いたもので、茶
ち ゃか っしょく

褐色をしています。

釉
ゆうやく

薬を施していません。縄文土器・弥生土器・土
は じ き

師器などがこれにあたり

ます。今でも、植
うえ  き  

木鉢
ばち

などがつくられています。

「陶器」は、朝
ちょうせ ん

鮮半島から須
す え き

恵器の製
せいさく

作技
  ぎ じゅつ

術が伝えられた5世紀中ごろから

生産がはじまりました。これは、窯
かま

をつくることによって、　1,000℃以上

の高温で焼くことができるようになり、土器に比べて堅
かた

く吸
きゅうす いせ い

水性が少なく、

透
とうめい  ど  

明度はありません。陶器は、そのあと三彩などの多
 た  さ い

彩陶
とう  き  

器・灰
かいゆう

釉陶
とう  き  

器・山
やま

茶
ちゃわん

碗、そして志
し の

野・織
おり  べ  

部といった桃
ももやま

山陶
とう

、江戸時代に大量に焼かれた日
にち

用
ようひん

品

など長く生産され、今でも伝
でんとう

統工
こうげいひん

芸品として生産されています。

「磁器」は、17世紀の初
しょとう

頭にはじまりました。従
じゅうら い

来の粘土に粉
ふんさい

砕した長
ちょうせ き

石

や陶
とう

石
せき

を加えたものを原料に使っています。焼く温度はもっとも高くて、

1,300～ 1,400℃で透
とうめい  ど  

明度があります。ふだん使っているごはん茶
ちゃわん

碗のよ

うにうすくて堅
かた

く、たたくと澄
す

んだ金
きんぞくお ん

属音がします。現在、東
とうのう

濃地方で生
せいさん

産

されているやきもののほとんどはこの磁器のことです。

コラム 4
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正
しょう

家
げ

廃
はい

寺
じ

正
しょう げ  

家廃
は い  じ  

寺は、恵那の市
 し  が い  ち  

街地の南の端
は し

に
あって、街をながめることができる小高
い丘にありました。奈良時代の 8 世紀前
半につくられはじめましたが、残

ざ ん ね ん

念なこ
とに、9 世紀後半に、おもな建物は火

 か  さ い

災
をきっかけにしてなくなってしまいまし
た。

寺院は築
つ い  じ  

地にかこまれた東西二つ
の区

 く  か く

画で成り立っていました。西側の
「伽

 が  ら ん  ち  

藍地」と呼ばれる区画は東西 53.7m、
南北 70.2m。北側に講

こ う ど う

堂、東に金
こ ん ど う

堂、西
に塔

と う

があって、あの有名な奈良の法
ほ うりゅう じ  

隆寺
と同じような伽

 が  ら ん

藍配
は い  ち  

置になっています。
また、築地に向かって回

か い ろ う

廊があったこと
も発

は っ く つ

掘調
ちょう さ  

査で分かっています。東側の区
画は、東西 53.7m、南北 66.0m。寺院の
造
ぞ う え い

営及び維
い じ

持管
か ん  り  

理にかかわる建物があっ
たと考えられています。

遺
 い  せ き

跡全体が地域の人々に守られてきた
この正

しょう げ 

家廃
は い  じ  

寺跡
あ と

はとてもよく保
 ほ  ぞ ん

存されて
いて、奈良時代の律

り つりょうせ い  か  

令制下における仏
ぶ っきょう

教
の受

う

けいれや伽
 が  ら ん

藍の造
ぞ う え い

営、維
い じ

持管
か ん  り  

理など、
この時代の地方寺院のようすを具

 ぐ  た い て き

体的に

法隆寺の伽藍配置

発掘調査時の塔跡

正家廃寺の伽藍配置
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学んでいくことができる貴
   き  ちょう

重な遺
 い  せ き

跡とい
われています。

長島町正家字寺
て ら

平
だいら

に、古くからこの寺
跡があることは知られていましたが、い
つの時代のどのような性格の遺跡なの
か、はっきりしたことはわかりませんで
した。

しかし、昭和 52 年度から 54 年度に
かけて行われた南

な ん ざ ん

山大
だ い が く

学の範
は ん  い  

囲確
か く に ん

認調
ちょう さ   

査
や、平成 5 年度から 11 年度にかけて行
われた恵那市教育委員会による遺

 い  こ う か く に ん

構確認
調
ちょう さ 

査によって、8 世紀前半から造
ぞ う え い

営が始
まり、9 世紀後半に火災が原因で廃

は い ぜ つ

絶し
たこと、寺域は築

つ い  じ  

地塀
へ い

に囲まれた東西
110m、南北 70m の範

は ん  い  

囲で、金堂、塔、
講堂などの伽

 が  ら ん

藍は奈良県斑
い か る が

鳩町の法
ほ うりゅう じ  

隆寺
と同じ配置をとっていたこと、なかで
も金

こ ん ど う

堂は、残された柱の土台石（礎
 そ  せ き

石）
の配置から、法隆寺にある国宝「玉

たまむしの

虫
厨

ず し

子」※ 1 と同様で、全国でもめずらしい
特
と く し ゅ

殊な建築構
こ う ぞ う

造をもつことなどが明らか
となりました。

また、調査では、須
す え き

恵器や灰
か い ゆ う

釉陶
と う  き  

器、
そして鉄

て つ

釘
く ぎ

などのほか、二彩の浄
じょう

瓶
へ い

や
三
さ ん さ い

彩陶
と う  き  

器、金
こ ん

銅
ど う せ い

製の風
ふ う た く

鐸（小型のもので、

発掘調査の様子

発掘調査時の金堂跡

玉虫厨子
※１	「玉虫厨子（たまむしのずし）」とは、奈良県斑鳩

（いかるが）町の法隆寺（ほうりゅうじ）が所蔵
（しょぞう）する飛鳥（あすか）時代（７世紀）の仏
教工芸品のことです。装飾に玉虫の羽を使用し
ていることからこの名がつきました。国宝に指
定されています。

正家廃寺出土遺物
（風鐸・風招・円盤）
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塔の宝
ほ う

輪
り ん

の飾りらしい）など、地方寺院
では発見例が少ない貴重な遺

 い  ぶ つ

物が出土し
ました。

三彩陶器は、緑、赤、白の三色の釉
う わぐすり

薬
がかけられた美しい陶器で、中国では
唐
と う

の時代に盛んに製
せ い さ く

作されました。わが
国でも奈良時代に「奈

な ら

良三
さ ん さ い

彩」という唐
の三彩陶器を模

も

した陶器が製作されまし
た。東大寺正倉院に、緑・黄・白の三色
の釉

う わぐすり

薬に彩られた陶器が 5 点おさめられ
ています。これを一般に「正

しょう そ う い ん

倉院三
さ ん さ い

彩」
ともよばれています。正倉院三彩は、唐

と う

三
さ ん さ い

彩の影響のもとに日本で製作された
もので、その製作技法は、遣

け ん と う  し  

唐使※ 2 に
よってもたらされたものと考えられてい
ます。さらに、唐三彩は、ペルシャ※ 3 の
多
 た  さ い

彩ガラス器に刺激されて生まれたもの
であるともいわれています。

この正倉院三彩と同じ三色に彩
いろど

られた
陶器が、昭和 52 年に発見されたのです。
もちろん岐阜県下でははじめてのこと
だったのです。しかも、この正家廃寺の
三彩は、かたく焼きしめられており、白・
緑・黄色の釉

う わぐすり

薬の色
しきちょう

調も美しいものだっ
たのです。けっして正倉院三彩に見

 み  お と

劣り

正倉院三彩（奈良三彩）

正家廃寺から出土した二彩・三彩

唐
※2	「唐（とう）」とは、7世紀にはじまった中国の王

朝名のことです。
　高祖李淵（りえん）が隋（ずい）王朝の恭帝
（きょうてい）の禅譲（ぜんじょう）をうけて建て
た統一王朝で、西暦618から907年まで続きま
した。都は長安（ちょうあん）。律令制（りつりょ
うせい）・均田制（きんでんせい）・租庸調制（そ
ようちょうせい）・府兵制（ふへいせい）による
中央集権体制を確立しました。
　当時世界の一大文明国となり、日本も遣唐使
（けんとうし）を派遣して文物・制度文化の導入
に努めました。

ペルシャ
※3	「ペルシャ」は、現在のイランを表すヨーロッパ

側の古い名称です。中国名（漢名）は、「波斯（は
し）・波斯国（はしこく）」といいます。波斯と書
いて「ペルシア・ペルシヤ」と読ませることもあ
ります。イランの主要民族や主要言語の名称で
もあります。
　世界帝国として繁栄した唐には、西域を通り
ササン朝ペルシャの文化が伝えられ、さかんに
シルクロード交易が行われました。都の長安
（ちょうあん）は国際都市としてのにぎわいをみ
せていました。
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するものではありませんでした。また、
こうした三彩陶器は、出

しゅつ ど  

土例
れ い

が非常に少
ないものでした。

現在判
は ん め い

明している出土遺跡は、日本全
体でも 40 数カ所で、その半分が畿

 き  な い

内と
その周

しゅうへ ん

辺だけです。おそらく、三彩陶器
の製

せ い さ く

作は極
きょくた ん

端に少なく、このような希
     き  しょう

少
な遺

 い  ぶ つ

物が出土することは、このお寺が中
央の政

せ い け ん

権ときわめて強い関係があったこ
とを示しているのです。

当時の政治・文化の中心から遠くは
なれていた恵奈郡のこの正家の地に、有
力な権力者がいた証

あ か

しであり、文化の
国
こ く さ い

際交
こ うりゅう

流のなかで、遠く唐
と う

やペルシャの
文化と深い関わりを持つほどの重要な地
であったことの証しだと考えられるので
す。

ここに、「古代の不思議」の謎
な ぞ  と  

解きの
一つのヒントがかくされています。

先に述べた「五
 ご  じ ゅ う  こ  せ い

十戸制」は、朝廷が地
方を支配するために整備した制度にほか
なりません。飛

あ す か

鳥池
い け

遺跡の『木
も っ か ん

簡』によっ
て、私たちのふるさと恵奈では、7 世紀
後半には、まだ恵

え な の

奈郡
こうり

は成立していない
ものの、五十戸制は実施されており、そ

正家地区遠景
（恵奈郡の中心地だったと考えられる）

発見された木簡（レプリカ）
（奈良県明日香村・飛鳥池遺跡出土）
（恵那市教育委員会作成レプリカ）
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の後、8 世紀中頃には、『東
と う だ い  じ  

大寺奴
  ぬ     ひ  ちょう

婢帳』
によって恵奈郡が成立していたことが分
かりました。

正家廃寺の造
ぞ う え い

営が、ちょうど 8 世紀
前半から始まり、中頃には主

し ゅ よ う

要伽
 が  ら ん

藍が完
か ん

成
せ い

したことが発
は っ く つ

掘調
ちょう さ   

査によって明らかと
なっています。このことから、正家廃寺
は、恵奈郡の成立、すなわち大和朝廷の
地方支配のための政

せ い さ く

策の実行と深いかか
わりがあったのではないかと考えられる
のです。ここにも、「古代の不思議」の
謎
な ぞ  と  

解きの二つ目のヒントがかくされてい
るように思われます。

東大寺奴婢帳・美濃国司解
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東
とう さ ん ど う

山道
正家廃寺は、大和朝廷が東

と う ご く

国の支配
を進めるにあたって、深いかかわりをも
ち、重要な役割を果たしていたのではな
いかということが少しずつ分かってきま
したが、もう一つ忘れてはならないのが

「東
と う さ ん ど う

山道」の存
そ ん ざ い

在です。
日本の国家的統一が進む中で、中央

と地方は、律令制のもとで「五
ご き

畿七
し ち ど う

道」
に区分されていましたが、東山道とい
うのは、この七道の一つにあたります。
五畿というのは、都を中心とした畿

 き  な い

内
五
 ご  こ く

国（大
や ま と

和・山
や ま

背
し ろ

・摂
せ っ  つ  

津・河
か わ  ち  

内・和
い ず み

泉）
のことです。そして、七道というのが、
東
と う か い ど う

海道・東
と う ざ ん ど う

山道・北
ほ く り く

陸道
ど う

・山
さ ん い ん

陰道
ど う

・山
さ ん よ う

陽
道
ど う

・南
な ん か い ど う

海道・西
さ い か い ど う

海道のことです。古代
においては、「道

ど う

」といった場合、行
ぎょうせ い

政
区
 く  か く

画名をあらわす場合と、そこを通
つ う  か  

過す
る主

し ゅ よ う

要官
か ん

道
ど う

をあらわす場合の 2 とおりが
ありました。

美
み の の

濃国
く に

は、行
ぎょうせ い

政区
 く  か く

画としては、東山道
に位置づけられ、また、中央との連絡・
物資輸送が行われる官道としての東山道
は、近

お う み の

江国
く に

から美濃国を経
へ

て東日本を

五畿七道

東山道
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縦
じゅうだ ん

断し陸
む つ の

奥国
く に

（現在の福
ふ く し ま

島県以北）にい
たっていました。

当時、里と里、村と村を結ぶという
性格の道のほかに、中央と地方を結ぶと
いう性格の官

か ん

道
ど う

の重要性が増してきまし
た。つまり、国

こ っ  か  

家組
 そ  し き

織を拡
かくじゅう

充するために、
中央と地方を結ぶ急速な通

つ う し ん

信、多数の軍
隊や大量の物資の移動、献

け ん の う

納品の輸
 ゆ  そ う

送な
どが必要となり、それに見

み あ

合う道が必要
となったのです。このような性質の道
は、古墳時代にはじまり、やがて 8 世紀
前半、古代専

せ ん せ い

制国
こ っ  か  

家を完成した律
り つりょう

令政
せ い  ふ  

府
は、中国の唐

と う

の律
り つりょう

令にならって整
せ い  び  

備され
た「駅

え き で ん せ い

伝制」※ 1 を整備していきます。
当時、都と各国の国

こ く  ふ  

府（今の県庁に
あたる行

ぎょうせ い

政機関）とは、いくつかの幹
か ん せ ん

線
道路で結ばれていました。そのひとつ
が東山道なのです。沿

え ん せ ん

線には 30 里
り

（約
16km）の間

か ん か く

隔で「駅
う ま  や  

家」（近世の宿場
にあたる）が設けられ、各駅家には「駅

え き

馬
う ま

」をそなえ、人や物資の移動、運
う ん ぱ ん

搬に
あてていました。

駅家は、四面が築
つ き  じ  

地で囲まれ、正面
には門があったそうです。内部には、
倉
そ う  こ  

庫・宿
しゅくは く

泊施
し せ  つ  

設・馬
う ま  や  

屋・事
 じ   む  し ょ

務所などがあっ

駅伝制
※１	「駅伝制（えきでんせい）」とは、中央から辺境（へ

んきょう）にのびる道路に沿って、適当な間隔
（かんかく）で人･馬･車などを常備した施設「駅」
を置き、駅を伝わって往来する交通･通信の制度
のことです。
　広大な地域を支配する中央集権国家が成立す
ると、外敵（がいてき）の侵入や国内の反乱にた
だちに対処する場合を含め、支配維持のために
中央と地方とを常時連絡する手段が必要とな
り、さまざまな形の駅伝が制度として定められ
ました。

駅家のようす

駅家跡
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たと思われます。また、駅馬は中央と地
方を往

お う ふ く

復する役人（官
か ん  し  

使）が、その資格
の印である「駅

え き

鈴
れ い

」を示し利用しました。
官使は、駅家で馬をかえ、食事をとり、
時には、宿泊をしながら旅をしたのです。
駅家の維

い じ

持・管
か ん  り  

理には「駅
え き  こ  

子」※ 2 を出せ
るだけの 40 ～ 50 の郷

ご う  と  

戸があり、それ
を支える肥

 ひ  よ く

沃な耕地が必要であったとい
われています。当時の恵奈の地も、駅家
としての重要な役割が与えられるように
なったのです。

駅鈴

駅子
※2	「駅子（えきこ）」とは、ふだんは駅馬（えきうま）

を飼育しながら、駅家に勤務しました。駅馬を
供給（きょうきゅう）する際に、駅子1名が付け
られて先導役（せんどうやく）をつとめるととも
に、返された馬を駅家まで連れ帰りました。
　駅子は徭役（ようえき）を免除（めんじょ）され
ましたが、駅の仕事とそれにともなう負担はそ
れ以上であり、特に交通量の多い道ではその負
担は大きなものがありました。とくに時代がく
だるにつれて官人が駅鈴（えきれい）の定め以上
の馬の提供（ていきょう）を強要（きょうよう）し
たり、目的外の使用も増加したりしました。こう
した負担に耐え切れなくなった駅子が負担を
拒絶（きょぜつ）して逃亡（とうぼう）の一因にも
なったといわれています。
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恵
え な

奈と東
とう さ ん ど う

山道
東
と う さ ん ど う

山道は、美
み の の

濃国
く に

には 8 つの駅
う ま  や  

家が
あったと『延

え ん  ぎ  し き

喜式』という文
ぶ ん け ん

献にあり、
恵奈郡には大

お お  い  え き

井駅・坂
さ か も と え き

本駅があったとさ
れていますが、現在のどの場所が駅家の
場所にあたるかはっきりとはわかってい
ません。

ただ、古代の交
こ う つ う

通路
ろ

の祭
さ い  し  

祀に関係があ
るとされる遺

 い  ぶ つ

物が各所で表
ひょうめ ん

面採
さ いしゅう

集された
り、発

は っ く つ

掘で出土したりしていますので、
これら出

しゅつ ど  ひ ん

土品や遺
 い  せ き

跡、地名などを結びつ
けることによって、東山道のおおよその
道
み ち す じ

筋や駅家の位
い ち

置をさがしもとめること
ができるのです。

恵奈では、国
  く に ざかい

境の神
 み  さ か

坂峠
とうげ

付近の祭
さ い  し  

祀遺
跡や中津川市の落

お ち あ い  ご  ろ う

合五郎遺跡付近にも出
土している「鏡

かがみ

・玉
た ま

・剣
つるぎ

」などの形をし
た小型の石

せ き

製
せ い ひ ん

品が各所で発見されていま
す。三

 み  さ と

郷町の「下
し も  た  な か

田中遺跡」では斧
お の

形の
もの、長

お さ し ま

島町の「祖
そ

理
り

見
み

遺跡」は鏡
かがみ

形と
勾
ま が た ま

玉形、東
ひがし の  

野の「若
わ か み や

宮遺跡」では鏡形、
「中

な か  の  し ま

之島遺跡」では剣
つるぎ

形のものが採集・
発掘されています。さらに瑞

み ず な み

浪市釜
か ま  ど  

戸町
の「公

く も

文垣
が い  と  

内遺跡」、土
と き

岐町の「高
た か  や  

屋遺

神坂峠付近の祭祀遺跡址

恵那市内出土の石製模造品

落合五郎遺跡址

中之島遺跡址
（東野）
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跡」、明
あ き  よ  

世町においても、遺
 い  ぶ つ

物が比
 ひ  か く て き

較的
まとまって採集されています。

これらの遺物をつなげていくと、東山
道は、現在の瑞浪市土

と き

岐町、釜
か ま  ど  

戸町から、
恵奈に入り、現在の三

 み  さ と

郷町佐
さ ざ ら き

々良木を通
り、長

お さ し ま

島町の永
な が  た  

田、正
しょう  げ  

家、そして東
ひがし の   

野を
経て、中津川市の坂

さ か も と

本へ通じ、手
て が

賀野
の

か
ら落

お ち あ い

合を経て、神坂峠を越
こ

え阿
あ ち

智（現在
の長野県阿智村）へとつながっていたも
のと考えられています。また、土岐駅は、
瑞
み ず な み

浪市小
お だ

田町
ちょう

馬
う ま  や  

屋か釜戸町宿
しゅく

、大井駅※ 1

は、郡家があったといわれる正
しょう げ 

家廃
は い  じ  

寺跡
あ と

付近か東野、坂本駅※ 2 は中津川市駒
こ ま ん ば

場
か落合に駅家があったと推

す い て い

定されていま
す。

大井駅
※1	「大井駅（おおいえき）」とは、古代東山道の土岐

駅 (ときえき、現瑞浪市) と坂本駅 (さかもとえ
き、現中津川市) の間におかれた駅名。現在の恵
那市大井町に比定（ひてい）されています。 
　土岐駅との距離が短いにもかかわらず、美濃
国でただ一つ一郡に二駅が設置されたのは、坂
本駅の先に東山道最大の難所である神坂峠がひ
かえているためといわれています。また多くの
駅が規定数の駅馬をそろえていなかったにもか
かわらず、恵奈郡は他の倍となる10頭を規定通
りそろえていたことも同じような理由からで
す。 

坂本駅
※2	「坂本駅（さかもとえき）」とは、古代東山道の駅

名。比定地（ひていち）については中津川市駒場、
落合と諸説があり、また大井駅の衰退（すいた
い）を補填（ほてん）するために駒場から千旦林
あたりに移ったともいわれています。 
　『延喜式（えんきしき）』によれば規定の駅馬数
10頭に対して30頭を備えており、東山道では
近江国勢多（せた）駅、信濃国阿智（あち）駅と並
んで最多でした。もっとも、勢多駅は東海道との
共用（きょうよう）のため、また阿智駅も神坂峠
をひかえていたためといわれています。 
　神坂峠越えは駅子にとって重すぎる負担でし
た。一般の駅子が庸（よう）と雑徭（ぞうよう）の
み免除（めんじょ）されるのに対し、土岐・大井・
坂本の駅子は特別に調（ちょう）を加えた課役
（かえき）が免除されていました。

美濃国の駅家と東山道順路
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ところで、出土した石
せ き せ い

製の遺
い

物
ぶ つ ひ ん

品に
は、形に関係なく小さな孔

あ な

があけられて
いて、ひもでつりさげられるようになっ
ていました。このことは、石製品を榊

さかき

の
枝などにつりさげて祭

ま つ

ったことを示して
います。『万

 ま ん よ うしゅう

葉集』※ 3 に次のような和
わ か

歌
がのせられています。

千
 ち はや

早ぶる 神の御
 み さか

坂に 幣
ぬさ

まつり
いわう命は 母

おもちち
父がため

この歌には、「神坂峠で榊をお供
そ な

えし、
父母のために旅の安全を祈

い の

ります」とい
う作者の思いが込められています。当時
の旅は、現在とちがい、つねに危険がつ
きまとっていました。山や川などの危険
な場所には、恐ろしい神が住むと信じら
れていました。そこで旅をする人々は、
危険な場所では神

か み が み

々に供
そ な

え物
も の

を捧
さ さ

げ、旅
の安全を祈

い の

ったのです。
東山道は、朝

ちょうて い

廷の東
と う ご く

国経
け い え い

営のための
最も重要な幹

か ん せ ん

線道
ど う  ろ  

路であり軍
ぐ ん  じ  

事道
ど う  ろ  

路でし
た。この東山道の最大の難

な ん し ょ

所が、美濃と
信
し な の

濃の間に横たわる木
き そ

曽の山並みであ
り「神

 み  さ か

坂峠
とうげ

」でした。この神坂峠を含む

祭祀遺跡

石製模造品
（中津川市・神坂峠出土）

万葉集
※3	「万葉集（まんようしゅう）」とは、7世紀後半か

ら8世紀後半にかけて編さんされた、現存する
わが国最古の歌集のことです。
　全20巻からなり、約4500首の歌がおさめら
れています。作者は天皇から農民まで幅広い階
層（かいそう）におよび、詠（よ）みこまれた土地
も東北から九州にいたる日本各地におよびまし
た。

神坂峠と恵那山
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木
き そ

曽山
さ んみゃく

脈を切り開く工事の拠
き ょ て ん

点となった
のが恵奈だったのです。

恵奈の里の「次
す き

米
ま い

」が天
て ん  む  

武朝
ちょうて い

廷に献
け んじょう

上
された時期は、恵奈の里がまだ「刀

と き の こ お り

支評
（土岐郡）」に属していました。しかし、
東山道の開

か い さ く

削のためには、多くの労
 ろ うど うりょく

働力
と人

じ ん い ん

員を必要とします。とても恵奈の
労
 ろ うど うりょく

働力だけではまに合いません。全国各
地から人が集められていたのです。この
ような事

  じ じょう

情の中で、8 世紀のはじめに恵
奈郡を刀

と き の こ お り

支評（土岐郡）から独
ど く り つ

立させた
ものと考えられます。大和朝廷にとって、
恵奈は「東

と う ご く

国支
 し  は い

配の重要な拠
き ょ て ん

点」へと変
わっていったのです。

道路が完成したあとも、その維
い じ

持管
か ん  り  

理
のために多大な経

け い  ひ  

費と労
ろ うりょく

力が必要となり
ます。恵奈には、大井と坂本の 2 つの
駅
う ま  や  

家がおかれました。駅家は通
つ うじょう

常、一郡
一駅でした。しかも、神

 み  さ か

坂峠
とうげ

をはさんだ
恵奈郡の坂本駅と信

し な の の

濃国
く に

の阿
あ ち

智駅との距
離は、通

つ うじょう

常の駅と駅の間の 2 倍もありま
した。しかも山

や ま あ い

間の急
きゅうしゅん

峻な道です。これ
らの駅家と道路の維

い じ

持管
か ん  り  

理を恵奈の人々
が担

に な

っていたのです。
このことからも、朝

ちょうて い

廷にとって、恵奈

急峻な峠道Ⅰ

急峻な峠道Ⅱ

古代東山道
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はとても重
じゅうよ う

要な地であり、結びつきも強
かったことがかんたんに想

そ う ぞ う

像することが
できます。恵奈の里から朝

ちょうて い

廷に「次
す き

米
ま い

」
や「奴

ぬ ひ

婢」を献
け んじょう

上していたことも、当
と う  じ  

時
の情

じょうせ い

勢から十分に理解できるものとい
えるでしょう。ここに、「古代の不思議」
の謎

な ぞ  と  

解きの三つ目のヒントがかくされて
いるように思われます。

次米献納行列
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国
こ く

司
し

・笠
かさの

朝
あ

臣
そ ん

麻
ま ろ

呂
8世紀のはじめ、美濃国の支配体制がつくられたころ、美濃の国司として、

その役割を果たした人物に「笠
かさの

朝
あ

臣
そん

麻
ま ろ

呂」がいます。彼は、慶
きょう

雲
うん

3年（706）7

月に美
み の の

濃守
かみ

（美濃国司）に任命されて以来、国司の地位に14年あまりにわた

りとどまりました。8世紀の国司の在
ざいにん

任期
 き  か ん

間は、一般には3年足
た

らずであっ

たことから、この時期の国司として、知られる限
かぎ

りでは、もっとも長い在任

記録といえます。

さて、笠朝臣麻呂の美濃国司としての最大の功
こうせき

績は、美濃国と信濃国と

を結ぶ東山道のバイパスルートとして、吉
き そ

蘇路
じ

（木曽路）を完成させたこと

といわれています。これは、律
り つりょう

令政府によって高く評価された事業でした。

また、これに関連して不
ふ わ の せ き

破関の整備や、あるいは全国規模で行われた按
あ ぜ ち

察使

（国司の監察官）補
 ぶ  に ん

任の一環として、尾
 お  わ り

張・三
 み  か わ

河・信
しな  の  

濃の国司を監
かんさつ

察する按

察使を兼
けん  む  

務するなど、東山道ブロックの軍事・交通整備事業の推
すいしん

進につと

めました。

とくに、彼の在任期間は、律令国家の完成期にあたり、美濃国においても

さまざまな施
 し  さ く

策が行われました。まず「美濃」の国名表
ひょう き  

記がはじまり、「美濃

（国）」の刻
こくいん

印須
す え き

恵器の生産もほぼこの時期にはじまりました。さらに、元
げ んしょう

正

天皇の美濃国多
た き

芸郡美
び

泉
せん

（現在の養
ようろう

老の滝
たき

といわれています）への2度にわ

たる行
ぎょうこ う

幸が実現され、元号も「養
ようろう

老」に改
かいげん

元されたといわれます。

古代における美濃国の姿の多くは、この時代に整
ととの

えられたといわれてい

ますが、このあと、笠朝臣麻呂は美濃守の地位から昇
しょうし ん

進し、太
  だ じょうか ん

政官の要職で

ある右
う

大
だいべん

弁となったとも記録されています。

コラム 5
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古
こ

代
だい

寺
じ

院
いん

の謎
なぞ

にせまる
正
しょう げ 

家廃
は い  じ  

寺跡は、東西 100m、南北 70m
の大きさを遺

の こ

し、主
し ゅ よ う

要伽
 が  ら ん

藍を法
ほ うりゅう じ  

隆寺式に
配置する本

ほ ん か く て き

格的な古代寺院があったこ
と、また、希

   き しょう

少な奈良三
さ ん さ い

彩なども出土し
ていたことを今に伝えています。8 世紀
前半に造

ぞ う え い

営がはじまり、その後 9 世紀末
か 10 世紀初めごろに主要伽藍の火災を
きっかけにして廃

は い ぜ つ

絶するまで、1 世紀あ
まり存

そ ん ぞ く

続した古代寺院でした。
直接的な文

ぶ ん け ん

献資料がなく、寺の名や
創
そ う け ん

建の経
け い  い  

緯、寺院の性格など直接知る
ことはできません。行われてきた調査
から分かってきたことや遺

 い  せ き

跡の立
り っ  ち  

地な
どから、この正家の古いお寺の造

ぞ う え い

営は、
『続

しょく  に   ほ ん   き  

日本紀』※ 1 にみられる「吉
き そ

蘇路
じ

」の
整
せ い  び  

備と同じように、中
ちゅうお う

央政
せ い け ん

権の主
し ゅ ど う

導で進
められ、恵奈郡の仕

し く

組みを整
ととの

えていかな
ければならない大切な事

   じ  ぎょう

業の一
い っ か ん

環として
行われていったものではないかと考えら
れるようになりました。

寺院の建
こ んりゅう

立は、けっして簡単なこと
ではありませんでした。建立に必要な
財
ざ いりょく

力、技
   ぎ じゅつりょく

術力、労
 ろ うど うりょく

働力は多大なものがあ

古代寺院復元図

続日本紀
※1	「続日本紀（しょくにほんき）」とは、『日本書紀』

に次ぐ勅撰（ちょくせん）の歴史書のことです。
六国史（りっこくし）の第2で、40巻あります。
菅野真道（すがののまみち）らの編集（へんしゅ
う）で797年に成立しました。
　697年の文武（もんむ）天皇即位から桓武（か
んむ）天皇の791年にいたる95年間の歴史が書
かれていて、奈良時代の根本的（こんぽんてき）
な史料となっています。
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るといえるでしょう。また、地域の古代
寺院の建

こ んりゅうし ゃ

立者は、その地域の有力な豪
ご う ぞ く

族
であったと簡

か ん た ん

単にいえることでもありま
せん。

古代寺院というのは、宗
しゅうきょうて き

教的色
し き さ い

彩より
も政

せ い  じ  て き

治的な意味の強い建
け ん ぞ う ぶ つ

造物とみなされ
ることが多いものといわれています。古
代において、地方のほとんどの建物は草
ぶきであり、農民の住居の多くは、平安
時代の初めまで竪

た て あ な

穴住
じゅうき ょ

居でした。このよ
うな時期に、礎

 そ  せ き

石の上に柱を立てた巨大
な建造物は、まさに宗

しゅうきょうて き

教的な権
け ん  い  

威を超え
た政

せ い  じ  て き

治的権
け ん  い  

威の象
しょうちょう

徴であったともいわれ
ています。

恵奈には、中心的な大きな集
しゅうら く

落はな
く、地域の氏

う じ で ら

寺となるような寺院が見つ
かっていません。大型石

せ き し つ

室をもった古墳
が一部みられるものの、円

え ん ぷ ん

墳ばかりで
前
ぜ ん ぽ う こ う え ん ふ ん

方後円墳が築
ち く ぞ う

造されることはありませ
んでした。このことは、恵奈にそれほど
の有力な地方豪族が存在してはいなかっ
たことを示しています。

そのように考えていくと、8 世紀前半
の正家廃寺の造営は、やはり恵奈郡の建

け ん

郡
ぐ ん

、整
せ い  び  

備と軌
き

を一
い つ

にしており、朝廷が美

正家廃寺竪穴建造物礎石

正家廃寺文化財標柱
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濃国司の笠
かさの

朝
あ

臣
そ ん

麻
ま ろ

呂※ 2 に命じて、恵奈
郡の中

な か  み  

身を整えていく一
い っ か ん

環として進めら
れたものと考えられます。ここに、「古
代の不思議」の謎

な ぞ  と  

解きの四つ目のヒント
がかくされています。

正
しょう げ  

家廃
は い  じ  

寺は、単に恵
え な の

奈郡
こおり

の寺院とい
うにとどまらず、吉

き そ

蘇路
じ

の開
か い は つ

発や大
お お  い  

井・
坂
さ か も と

本駅の経
け い え い

営とセットで、国家にとって
重要な役

や く わ り

割を果たすことが期待されたと
みるべきだと考えられるのです。

笠朝臣麻呂
※2	「笠朝臣麻呂（かさのあそんまろ）」は、飛鳥時代

から奈良時代にかけての貴族です。俗名は笠麻
呂（かさのまろ）。姓は朝臣（あそん）で、吉備笠垂
の子とする系図があります。官位は従四位上・
右大弁。古代吉蘇路（木曽路）の開削（かいさく）
者であることは、コラム⑤でも紹介しました。
　慶雲3年（706）美濃守に任ぜられると、和銅
3年（710）の再任を経て、養老4年（720）まで文
武朝（もんむちょう）末から元明（げんみょう）・
元正（げんしょう）朝の三朝14年間の長きにわ
たって美濃守を務めています。
　大宝2年（702）から美濃・信濃両国間に山道
の開削（かいさく）が始められていましたが、和
銅7年（714）には吉蘇路（木曽路）を開通させた
褒賞（ほうしょう）として朝廷から封戸70戸・
功田6町を与えられました。またこの間の元明
朝において、和銅元年（708）従五位上、和銅4年
（711）正五位上、和銅6年（713）従四位下と順調
に昇進しています。 
　元正朝に入ると、霊亀2年（716）尾張守（おわ
りのかみ）を兼ね、養老3年（719）按察使（あぜ
ち）が設置されると、これを兼ねて尾張・三河・
信濃の各国を管轄（かんかつ）しました。また、養
老元年（717）には従四位上に昇叙（しょうじょ）
し、養老4年（720）右大弁（うだいべん）に任ぜら
れて京官に復しています。
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古
いに し え

代の不
ふ し ぎ

思議を読
よ

み解
と

く
丁
て い

丑
ちゅう

年（677）、飛
あ す か

鳥池
い け

遺跡で出土した
『木

も っ か ん

簡』には、恵奈の里が刀
と き の こ お り

支評（土岐郡）
の一部となっていましたが、すでに「国
～評（郡）～五十戸（里）」の行

ぎょうせ い

政単
た ん  い  

位の
中に組み込まれていたことがわかりまし
た。そして、天

て んぴょう

平勝
しょう

宝
ほ う

2 年（750）、婢
ひ

・
古

こ つ め

都賣のことが書かれた正倉院所蔵文書
の『東

と う だ い  じ  

大寺奴
   ぬ    ひ  ちょう

婢帳』には、恵
え な の

奈郡
こおり

が土
と き の

岐
郡
こおり

から分かれて建
け ん ぐ ん

郡されたことも明らか
となりました。

新たに建郡された恵奈郡の重要性を
象
しょうちょう

徴する役
や く わ り

割に、東山道の「駅
う ま  や  

家」の
管
か ん  り  

理と人
に ん  ぷ  

夫の用にあたる「駅
え き  こ  

子」が課
せられていたのです。斎

さ い こ う

衡 2 年（855）
の『太

だいじょうかん

政官符
ぷ

』※ 1 によれば、坂
さ か も と え き

本駅と
大
おお   い  え き

井駅をかかえる恵奈郡では、他の駅家
に課せられた駅子の数が、ほぼ 120 人か
ら 130 人であるのに対して、恵奈郡の成
人男子の全 296 人のうち、その 7 割に
あたる 215 人が任

に ん  む  

務についたといいま
す。

この駅子の負
 ふ  た ん

担の大きさは、恵奈の
人々の生活の大きな荒

こ う は い

廃をもたらしまし

太政官符
※1	「太政官符（だいじょうかんぷ）」とは、太政官か

ら八省・諸国に命令を下した公の文書のことで
す。略して官符（かんぷ）ともいいます。符は上級
の役所から管轄下（かんかつか）の役所に下す公
文書全体のことです。

東山道４駅
（土岐駅から阿智駅関係図）
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た。駅家は 30 里（16km）ごとに設
せ っ  ち  

置さ
れるのが普通ですが、坂本駅と信

し な の の

濃国
く に

の
阿

あ ち

智駅の間は 74 里（約 40km）もあっ
たのです。しかも、途中は難

な ん し ょ

所である
神
 み  さ か

坂峠がひかえています。そのため、坂
本駅には、通常の 3 倍にあたる 30 頭の
駅
え き

馬
う ま

がおかれたのです。
さらに、美濃国司に着

ちゃくに ん

任した笠
かさの

朝
あ

臣
そ ん

麻
ま ろ

呂によって開発が進められ、和
 わ  ど う

銅 6 年
（713）に開

か い つ う

通した東山道のバイパスで
ある「吉

き そ

蘇路
じ

（木曽路）」の役
え き  む  

務負
 ふ  た ん

担が
加
 か じゅう

重されたのです。この負担がどのくら
いのものか実

じ っ た い

態はよくわかりませんが、
恵奈郡の人々（駅

え き

戸
こ

）をさらに苦しめる
ことになったと考えられているのです。

恵奈は、山間部に位置し、特に信
し な  の  

濃と
の国

   こ っきょう

境地域では石混
ま

じりのやせた土地が
多く、肥

 ひ  よ く

沃な土地の多い美濃の平
へ い  や   ぶ  

野部に
比べると農業生産はけっして高いといえ
ません。駅子には、調

ちょう

・庸
よ う

・雑
ぞ う よ う

徭※ 2 な
どの税の免

め ん じ ょ

除がなされていましたが、そ
れでも人々の負

 ふ  た ん

担は重く、駅家の荒
こ う は い

廃が
すすむほど、恵奈の人々は苦しんでいた
のかもしれません。正

しょう げ  

家廃
は い  じ  

寺は、このよ
うな社

し ゃ か い

会情
じょうせ い

勢のなかで、東山道沿
ぞ

いのこ

吉蘇路（木曽路）
（木曽山脈と木曽谷～大桑村）

美濃国東山道経路
（坂本駅以東で分岐する吉蘇路バイパス）

租調庸雑徭
※2	『租調庸雑徭（そ・ちょう・よう・ぞうよう）』と

は、奈良時代の税制度のことです。律令により、農
民には一人ずつ口分田（くぶんでん）が天皇より
貸し与えられていましたが、その代わり、租・庸・
調・雑徭などという税を納めなければならなかっ
たのです。
　「租」は米の税です。収穫量の3パーセントと聞
くと、すいぶん少なく思えますが、実は、そのほか
の税が重くのしかかっていました。「庸・調」は成
人男子が対象（たいしょう）で、布や土地の特産物
を納めます。そのため、戸籍（こせき）を女子とい
つわる者まで現れる始末でした。「贄（にえ）」とい
う食料品の納税もしなければなりません。
　「雑徭」は労役（ろうえき）負担です。建設工事、
河川改修、税の品々の運搬など、さまざまな事業
にかり出されました。都や九州・東北の警護（け
いご）に派遣（はけん）される兵役もありました。
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の地に政治的な意味あいをもって造
ぞ う え い

営さ
れた特別な建物だったのです。

古代において、地方のほとんどの建物
は草ぶきであり、住居の多くは、平安時
代の初めまで竪

た て あ な

穴住
じゅうき ょ

居でした。このよう
な時期に礎

 そ  せ き

石の上に柱を立てた巨大な建
造物は、いわば公的な性格を表わし、そ
れ以外の建物とは一見して区別される特
別な存在だったのです。

しかし、お寺の造営と経営にはばく大
な費用がかかりますので、当然豊かな経
済力が必要になります。ただし、経

 け いざ いりょく

済力
だけではお寺を建てることはできませ
ん。塔

と う

のような背の高い建物、金
こ ん ど う

堂や
講
こ う ど う

堂のような巨
き ょ だ い

大な建物の建
け ん ち く

築には、
精
せ い み つ

密な設
せ っ け い

計とこれにもとづく正
せ い か く

確な技
  ぎ じゅつ

術
が求められます。まして、仏

ぶ っきょう

教の教
きょう ぎ   

義を
理解し、いろいろな宗教的行事を主

し ゅ さ い

催す
ることは、経済力だけではどうにもでき
ないことがらなのです。

つまり、地方の古代寺院の造
ぞ う え い

営と経
け い え い

営
には、中央からのハード・ソフト両面に
わたる支

 し  え ん

援がなければ成り立たなかった
のです。言い方をかえると、地

 ち  ほ う

方豪
ご う ぞ く

族に
とって、古代寺院を造

ぞ う え い

営し経営すること

正家廃寺遺構と出土物
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は、自身の経済力と中央との結びつきが
いかに強いかを誇

こ じ

示することだったので
す。古代寺院の存在は、これをもつ豪族
と、もたない豪族の政治的・経済的序

じ ょ れ つ

列
を視

 し  か く て き

覚的に表現することになったので
す。

一方、中央にあっては、地方の豪族の
うち、えらばれた豪族にのみ寺院造営を
許すということで、地方豪族の序

じ ょ れ つ  か  

列化を
進め、地方支配の方

ほ う し き

式を確
か く り つ

立しようとし
たのです。

したがって、古代寺院は中央と地方の
それぞれの政

せ い  じ  て き

治的思わくが合
が っ  ち  

致した、ま
さに時

 じ  だ い て き

代的産
さ ん ぶ つ

物という一面を見
み お

落とし
てはならないと考えられます。7 世紀に
建
こ んりゅう

立された古
 こ  だ い

代寺
 じ  い ん

院は全国で 700 ケ寺
を超

こ

えるといいます。まさに寺院の建
け ん せ つ

設
ラッシュが到

と う ら い

来した背
は い け い

景には、こうした
「不思議」がかくされていたのです。 正家廃寺跡
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恵
え な

奈古
こ

窯
よ う

址
し

群
ぐ ん

恵那市の長
おさしま

島町の永
なが  た  

田や正
しょう  げ   

家、三
 み  さ と

郷町の野
の

井
い

では、平
へいあん

安時代（11世紀）の

窯
かま

跡
あと

が多数みつかっています。これらが「恵
え な

那古
 こ  よ う

窯址
し

群
ぐん

」です。これらの窯で

は、瓷
し き

器・灰
かいゆう

釉陶
とう  き  

器などとよばれる釉
う わぐすり

薬をかけた陶器を焼いていました。こ

れは、中国から輸
  ゆ にゅう

入された白
はく  じ  

磁・青
せい  じ  

磁をめざした焼き物で、当時の国内産の

陶
とう  き  

器としては、最高級のものであったといわれています。

この灰釉陶器の生産は、最初は現在の豊
とよ  た  

田市の猿
 さ  な げ

投が中心でしたが、より

良
りょうし つ

質の陶土を求めて、東
とうのう

濃地方へと生産の中心が移っていきました。なかで

も、恵奈の永田や正家では、純白で精
せ いりょう

良な陶土が得られたことから、良
りょうし つ

質な

製
せいひん

品を多く産
さ んしゅつ

出することができました。

恵奈の古窯の製品は、灰を水に溶かした灰
かいゆう

釉を釉
ゆうやく

薬にしており、見
 み  ご と

事な美

しさだったと伝えられています。また、恵那古窯址群のうち、「永
なが  た  

田一
いちごう

号窯
よう

」

や野井の「亀
かめ  が  さ わ

ヶ沢二
  に  ごう

号窯
よう

」では、灰釉陶器と同時に緑
りょくゆ う

釉陶
とう  き  

器を焼いていたと

伝えられています。緑釉陶器というのは、緑色の釉
ゆうやく

薬をかけた陶器で、三
さんさい

彩

陶
とう  き  

器と同じようにとても貴重なものでした。

このような恵奈を含めた東濃の窯の製
せいひん

品は、11世紀に入ると東山道に

沿って、関
かんとう

東・東
とうほく

北方面へどんどん運ばれていきました。当時の朝廷の蝦
え ぞ

夷

征
せいとう

討と北
ほくへん

辺開
かいたく

拓の一大拠
きょてん

点であった多
た が

賀城
じょう

（現在の宮
みや  ぎ  

城県多
た が

賀城
じょう

市）でも、

東濃の灰釉陶器が多数発
はっくつ

掘されています。恵奈から何百kmと離れた多賀城

の守りについていた将
しょうへ い

兵も、この地で作られた椀
わん

や皿
さら

を使っていたのです。

コラム 6
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先土器時代の石器（笠置町・堀田遺跡） 磨製石斧（東野・大野吾遺跡）

土師器（長島町・千田三反田遺跡） 高杯・土師器（長島町・祖理見遺跡）

甑（大井町・丸池遺跡） 縄文土器　深鉢（東野・染戸遺跡）

縄文土器（東野・染戸遺跡） 甕型土器（笠置町・中切遺跡）

� （恵那市史資料室保管遺物より）写真資料 1
資　料
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磨製石斧（串原・大平遺跡）縄文土器（串原・大平遺跡）

石鏃等（飯地町・岩切遺跡）打製石器（飯地町・鹿路山遺跡）

土師器（笠置町・堀田遺跡）石皿・磨石等（中野方町・尾の上遺跡）

風鐸・風招等（長島町・正家廃寺跡）縄文土器（中野方町・かせわ遺跡）

� （恵那市内遺跡出土物より）写真資料 2
資　料

72



古墳時代の住居跡（東野・大野吾遺跡）メンヒル（笠置町・堀田遺跡）

縄文時代の住居跡（飯地町・鹿路山遺跡）縄文時代の住居跡（三郷町・下田遺跡）

横穴式石室（長島町・千田 17号墳）円墳（明智町・徳平古墳）

上空写真（長島町・正家廃寺跡）塔跡（長島町・正家廃寺跡）

� （恵那市内遺跡址より）写真資料 3
資　料
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年 時代 西暦 年号 国のできごと 文化 西暦 年号 郷土のできごと

250万年前
～

1万6000年前

旧石器時代旧石器時代 ●槍先形尖頭器を使用する
　・堀田遺跡（笠置町）
●尖頭器状掻器を使用する
　・庄兵衛田遺跡（中野方町）
　・若宮遺跡（中野方町）

■氷河期が終わる

先土器文化

石鏃

■採集や狩りによって生活する

3000 縄文時代 ●石鏃形石器を使用する
●縄文土器・竪穴住居を利用する
・祖理見遺跡（長島町） 
・鹿路山遺跡（飯地）
・大野吾遺跡（東野）
・大平遺跡（串原）
・染戸遺跡（東野）
・下田遺跡（三郷町）
・砦遺跡（三郷町）

1000 縄文文化

縄文土器

■稲作が始まる

■金属器の使用が始まる

紀元前

紀元後 弥生時代 弥生文化

弥生土器

57 垂仁86 □倭の奴国の王が後漢に使いを送る 高床倉庫

銅鏡

10.0 銅剣 ●弥生土器を使用する
・祖理見遺跡（長島町）
・長根遺跡（中野方町）
・宿竹遺跡（中野方町）
・庄兵衛田遺跡（中野方町）

銅鐸

■各地に小さな国ができる 銅矛

200

239 神功39 □邪馬台国の卑弥呼が魏に使いを送る

300 古墳文化

古墳時代 ■大和政権の統一進む 古墳

■倭が高句麗と戦う 銅鏡・玉・埴輪

400 大陸文化の
伝来

●古墳がつくられる
　・大野吾遺跡（東野）

478 雄略22 □倭王武が中国の南朝に使いを送る 漢字

儒学

進んだ技術

500 ●村（住居群）が形成される
・大野吾遺跡（東野）
・祖理見遺跡（長島町）
・下田遺跡（三郷町）
・森山古墳（三郷町）

593 推古元 □聖徳太子が摂政となる

弥
生
時
代

古
墳
時
代

旧
石
器
時
代

飛
鳥
時
代

古　　　代　　　歴　　　　　史　　　年　　　表

縄
文
時
代

資　料
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年 時代 西暦 年号 国のできごと 文化 西暦 年号 郷土のできごと

600 607 推古12 □小野妹子を隋に送る 飛鳥文化 ●多くの古墳がつくられる
・千田古墳群（長島町）
・能万寺古墳（長島町）
・丸池遺跡（大井町）
・徳平古墳（明智町）
・道場古墳（中野方町）
・平古墳（山岡町）

645 大化元 □大化の改新
■改新政治の進展

法隆寺

663 天智２ □白村江の戦い
■公地公民の制

百済観音像

672 天武元 □壬申の乱

677 天武６ ●朝廷に主基米（次米）を献上する
・三野国刀支評恵奈五十戸の造・阿
里麻

700

奈
良
時
代

701 大宝元 □大宝律令 天平文化 706 慶雲３ ●笠朝臣麻呂美濃国司に任命される

710 和銅３ □都を奈良（平城京）に移す 古事記 ●美濃国に恵奈郡六郷が成立する 

■律令政治改革 風土記 ・絵上郷、絵下郷、竹折郷、坂本郷、
阿岐郷、淡気郷
・下田中遺跡（三郷）
・中之島遺跡（東野）
・祖理見遺跡（長島）
・若宮遺跡（東野）

752 天平勝宝４ □東大寺建立 日本書紀 713 和銅６ ●この頃正家廃寺築造が始まる

万葉集 ●東山道バイパス「吉蘇路」が開通する

784 延暦３ □都を京都（長岡京）に移す 東大寺大仏 750 天平勝宝２ ●東大寺大仏殿建立に際し奴婢を献
上する

・美濃国恵奈郡絵下郷の婢・古都賣

平
安
時
代

794 延暦13 □都を京都（平安京）に移す 正倉院

800 804 延暦23 □坂上田村麻呂が胆沢城を築く 天台宗（最澄） ●石製模造品を使用する

真言宗（空海）

866 貞観８ □藤原良房が摂政となる

887 仁和３ □藤原基経が関白になる

894 寛平６ □遣唐使が停止される
国風文化

900 仮名文字 ●この頃正家廃寺が焼失する

935 承平５ □平将門の乱(～40) 古今和歌集

939 天慶２ □藤原純友の乱(～41)

1000 1016 長和５ □藤原道長が摂政となる 枕草子

■藤原氏全盛 源氏物語

1069 延久元 □後三条天皇が荘園の整理を行う 大和絵

■武士の台頭 絵巻物

1086 応徳３ □白河上皇の院政が始まる 平等院鳳凰堂

1100 1156 保元元 □保元の乱、平治の乱(59) 中尊寺金色堂 〇加藤景簾が遠山庄の地頭となり岩
村城を造る

●永田古窯跡で焼き物の生産が始ま
る

1167 仁安２ □平清盛が太政大臣になる

1185 文治元 □平氏がほろびる
■荘園公領が広がる

1185 文治元

1185 文治元 □源頼朝が守護・地頭の設置を認められる

鎌
倉
時
代

1192 建久３ □源頼朝が征夷大将軍になる 鎌倉文化

1200 浄土宗
〇承久の乱の一条信能が岩村で斬ら

れる1221 承久３ □承久の乱 臨済宗 1221 承久３

1232 貞永元 □御成敗式目 彫刻運慶

平家物語

古　　　代　　　歴　　　　　史　　　年　　　表

この頃まで「古代」↑
この頃から「中世」↓

古
墳
時
代

飛
鳥
時
代

資　料
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